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安心・便利な

口座振替を

ご利用ください。
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高
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者
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険
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…
第
6
期

12月の納税12月の納税

P. 2　まちのできごと

P. 5　「集落福祉」でいこう

P. 6　学校だより

P. 8　くろしお子どもニュース

P. 9　健康カレンダー

P.15　役場からのお知らせ

     　 IWKTV番組予定表

P.21　まちの掲示板

P.24　イベントカレンダー

P.26　くろしおっ子を紹介します！

P. 2　まちのできごと

P. 5　くろしお子どもニュース

P. 6　健康カレンダー

P.12　学校だより

P.14　役場からのお知らせ

P.17　IWKTV番組予定表

P.21　まちの掲示板

P.23　いごっそうアクアスロン大会

P.24　イベントカレンダー

P.26　くろしおっ子を紹介します！

主な内容

秋の砂浜美術館の見どころは、畑に咲く可憐ならっきょうの花と、松原にそよぐ手作りキルト。11月14日から行
われた「第20回潮風のキルト展」に、大方中央保育所の子どもたちが遠足に来ていました。（関連記事2ページ）

わがまちデータわがまちデータ
●人　口　12,219人（前月比2人減）

●世帯数　5,692世帯

●15歳未満の年少人口　1,086人（比率8.89％）

●65歳以上の老齢人口　4,747人（比率38.85％）

●人口のうごき

　増加 25人　出生8人　       転入17人　　 職権1人

　減少 27人　死亡17人　    転出9人　　 職権1人

2014（平成26）年10月31日現在2014（平成26）年10月31日現在

【女4人】【男10人  女7人】 【男4人  女5人】 【男1人】【男1人】

黒潮消防署  新庁舎完成！黒潮消防署  新庁舎完成！黒潮消防署  新庁舎完成！

広報
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【男6人  女2人】 【男6人  女11人】

12月号12月号

【男5,795人  女6,424人】

【男582人  女504人】

【男1,949人  女2,798人】
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まちのできごとまちのできごとまちのできごと

大
方
の
秋
ま
つ
り
・
産
業
祭

今
年
は
合
同
開
催

　
１１
月
９
日
、
土
佐
西
南
大
規
模

公
園
体
育
館
周
辺
で
、「
第

５２
回
大

方
の
秋
ま
つ
り
・
第
２
回
黒
潮
町
ま

る
ご
と
産
業
祭
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年

１１
月
の
第
２
日
曜
日
に
ふ
る
さ

と
総
合
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
っ
て
き
た

秋
ま
つ
り
と
、
昨
年

１２
月
に
第
１
回
を

行
っ
た
産
業
祭
を
合
同
開
催
。

　
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
郷
土
芸
能

な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
は
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
体
育
館
内
で
は
児
童
・
生
徒
・

一
般
の
方
の
作
品
展
示
、
駐
車
場
で
は

特
産
品
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
か
れ
、
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
方
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
隣
接
敷
地
で
は
、

幡
多
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
「
海
辺

の
日
曜
市
」
、
大
規
模
公
園

内
で
は
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド

イ
ベ
ン
ト
「
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｒ
Ａ
」や
、
幡
多
地

域
の
森
林
組
合
に
よ
る
「
幡
多
山
も
り

フ
ェ
ス
」
な
ど
も
行
わ
れ
、各
会
場
を

回
る
お
客
さ
ん
の
姿
も
。
雨
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
が
イ
ベ
ン
ト

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ス

ム

ー

ス

コ

ブ

ラ

（
写
真
）
1
、野
点
の
会
に
よ
る
お
茶
コ
ー
ナ
ー
。

2
、一
般
募
集
の
ほ
か
、
大
方
地
域
の
保
育
所
児
童
・

小
中
学
生
の
作
品
を
展
示
。
3
・
4
、産
業
祭
で
は
、

農
協
や
漁
協
、
町
内
商
工
業
者
な
ど
が
出
店
。
5
、

木
工
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
幡
多
山
も
り
フ
ェ
ス
）。

6
、テ
ン
ト
の
下
で
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の
タ
イ
ム
レ

ー
ス
（
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｈ 

Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｒ
Ａ
）。

2

1

4

6

3

松
原
に
お
お
か
み
と
こ
ぶ
た
？
　

第
20
回
潮
風
の
キ
ル
ト
展

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
主
催
の
「
潮
風

の
キ
ル
ト
展
」
が
、

１１
月

１４
日
か
ら
３

日
間
、
入
野
松
原
で
行
わ
れ
、
約
２

０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
お
天
気
に
恵
ま
れ
た
今
年
は
、
３
日

と
も
屋
外
で
開
催
。
ら
っ
き
ょ
う
畑
と

松
原
に
囲
ま
れ
た
道
沿
い
に
、
高
知
県

や
愛
媛
県
を
中
心
に
全
国
か
ら
応
募
さ

れ
た
大
小
の
キ
ル
ト

５２
作
品
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
々
は
、
作
品
を
鑑
賞
し

た
り
、
キ
ル
ト
の
あ
る
風
景
を
写
真
に

撮
っ
た
り
、
芝
生
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を
し

た
り
、
休
日
を
の
ん
び
り
と
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　
今
年
は
特
別
企
画
と

し
て
、絵
本
作
家
・
宮
西

達
也
さ
ん
の
絵
本
「
き
ょ

う
は
な
ん
て
う
ん
が
い

い
ん
だ
ろ
う
」を
題
材
に
、

松
原
内
に
主
人
公
の
お
お

か
み
や
、
こ
ぶ
た
の
人
形
を
展
示
。

会
場
で
は
、
大
人
と
子
ど
も
で
楽
し
め

る
モ
ビ
ー
ル
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
手
作
り
の
楽

し
さ
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

（
写
真
）
1
、松
原
の
中
に
お
お
か
み
と
こ
ぶ
た
を

展
示
。
2
、で
き
あ
が
っ
た
モ
ビ
ー
ル
を
持
っ
て

p
a

tc
h

-w
o

rk

の
お
ふ
た
り
と
。
3
、キ
ル
ト
の
テ

ー
マ
は「
自
然
」。
4
、土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
な
ど
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
参
加
者
も
。
5
、絵
本
の
１

場
面
を
パ
ネ
ル
に
。
6
、絵
本
に
出
て
き
た
カ
レ
ー

や
コ
ロ
ッ
ケ
、
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
も
あ
り
ま
し
た
。

2

1

4 3

5

6 5
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「
第

１１
回
土
佐
さ
が
の
も
ど
り
ガ

ツ
オ
祭
」
を
、

１０
月

１８
日
、
黒
潮
一

番
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
漁
師
の
お
か
み
さ
ん
た
ち
が
、
１

年
の
豊
漁
と
海
上
安
全
を
感
謝
す
る
気

持
ち
か
ら
２
０
０
４（
平
成

１６
）年
に
手

作
り
で
始
め
た
催
し
で
す
。
回
を
重
ね

る
ご
と
に
に
ぎ
わ
い
を
増
し
、
秋
晴
れ

と
な
っ
た
今
年
は
、
過
去
最
多
の
１
万

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
昨
年
よ
り
開
始
時
間
を
早
め
、
午
前

９
時

３０
分
に
ス
タ
ー
ト
。
会
場
に
は
カ

ツ
オ
は
も
ち
ろ
ん
、
幡
多
地
域
の
特
産

品
な
ど
の
出
店
が
並
び
、
ス
テ
ー
ジ
前

で
は
フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
や

よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
、
魚
の

重
量
当
て
ク
イ
ズ
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
カ
ツ
オ
の
一
本

売
り
は
、
開
始
前
か
ら
人

だ
か
り
が
で
き
、
用
意
し
た
約
７
０
０

㎏
が
約
１
時
間
で
完
売
。
祭
限
定
「
カ

ツ
オ
御
前
」
の
当
日
券
は
午
前
中
に
完

売
。
前
売
券
の
抽
選
も
豪
華
景
品
に
歓

声
が
上
が
り
、
大
盛
況
で
し
た
。

（
水
産
振
興
係
）

 　
１１
月
３
日
、
鈴
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
の

主
催
で
３
０
０
円
モ
ー
ニ
ン
グ
が
提
供

さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
は
、
町
老
人
ク

ラ
ブ
団
体
と
し
て
、
今
年
４
月
、

１０
年

ぶ
り
に
再
出
発
し
ま
し
た
。
浜
田
佐
恵

さ
ん
を
会
長
と
し
、
会
員

４０
人
で
組
織

し
て
い
ま
す
。

　
同
ク
ラ
ブ
で
は
、「
家
に
閉
じ
こ
も

っ
て
ば
か
り
は
い
か
ん
。
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
何
か
を
し
よ
う
」
と
、
隔
月
で

配
食
弁
当
サ
ー
ビ
ス
と
モ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
６
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

集
ま
り
、
集
会
所
は
珈
琲
の
香
り
と
会

員
さ
ん
た
ち
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
 　

（
福
祉
係
）

  
１１
月
６
日
、
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ

ー
で
、
戦
没
者
追
悼
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ご
遺
族
や
関
係
者
な
ど
約
１
５
０

人
が
参
列
し
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
へ
の

誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。
（
福
祉
係
）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

第
１１
回
も
ど
り
ガ
ツ
オ
祭

１
万
人
が
旬
の
味
を
堪
能

鈴
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

集
会
所
で
モ
ー
ニ
ン
グ

平
成
26
年
度

黒
潮
町
戦
没
者
追
悼
式

（
写
真
）
1
、脂
の
の
っ
た
も
ど
り
ガ
ツ
オ
　
2
、重

量
当
て
ク
イ
ズ
の
優
勝
賞
品
も
カ
ツ
オ
！
　
3
、佐

賀
保
育
所
児
童
の
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
節
。
4
、子

ど
も
に
大
人
気
！
一
本
釣
り
ゲ
ー
ム
。
5
、カ
ツ
オ

丼
と
湯
か
け
の
早
食
い
競
争
。
6
、食
事
ス
ペ
ー
ス

に
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
ア
ー
ト
展
も
。

上・モーニングに集まった鈴ひまわりクラブの
会員の皆さん。右下・この日のメニューとボラン
ティアスタッフたち。

2

1

4

6

3

5
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国
土
交
通
省
中

村
河
川
国
道
事
務

所
が
整
備
を
進
め

て
い
る
片
坂
バ
イ

パ
ス
の
橘
川
ト
ン

ネ
ル
工
事
現
場
を
、

１０
月

１７
日
、
拳
ノ

川
小
学
校
全
校
児
童

１６
人
が
見
学
し
ま

し
た
。

　
橘
川
ト
ン
ネ
ル
は
、
片
坂
バ
イ
パ
ス

に
計
画
さ
れ
て
い
る
３
本
の
ト
ン
ネ
ル

の
内
の
１
本
で
、
２
番
目
に
長
い
延
長

９
３
６
ｍ
で
す
。
児
童
ら
は
工
事
概
要

や
ト
ン
ネ
ル
の
作
り
方
の
説
明
を
受
け
、

模
擬
発
破
体
験
や
工
事
用
の
建
設
機
械

を
見
学
し
ま
し
た
。　（
建
設
課
土
木
係
）

 　
こ
の
た
び
、
町
道
中
角
熊
井
線
の
熊

井
隧
道
が
、
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会

か
ら
選
奨
土
木
遺
産
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

　
熊
井
隧
道
は
１
９
０
５（
明
治

３８
）年

に
建
設
さ
れ
た
レ
ン
ガ
と
石
張
り
に
よ

る
ト
ン
ネ
ル
で
す
。
当
時
、
レ
ン
ガ
は

佐
賀
港
か
ら
１
個
１
銭
の
運
び
賃
で
小

学
生
な
ど
が
１
〜
２
個
ず
つ
運
び
、
熊

井
側
入
口
の
石
張
り
は
、
２
人
の
職
人

が
左
右
に
分
か
れ
腕
前
を
競
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
先
人
が
築
い
た
こ
の
美
し

く
魅
力
的
な
土
木
遺
産
を
町
の
宝
と
し

て
後
世
に
残
す
た
め
、
維
持
保
全
に
努

め
て
い
き
ま
す
。
 （

建
設
課
土
木
係
）

　
第

４２
回
「
黒
潮
町
泊
ま
り
合
い
人
権

教
育
研
修
会
」
を
、

１０
月

１８
・

１９
日
に

高
知
市
で
行
い
、
黒
潮
町
に
在
住
・
勤

務
し
て
い
る

４４
人（
ス
タ
ッ
フ
含
む
）が

参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
午
前
は
、
朝
倉
の
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
「
や
さ
し
い
里
」
な
ど
を
見

学
し
、
施
設
建
設
の
経
過
な
ど
を
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
所
は

仕
事
保
障
の
取
り
組
み
を
長
年
続
け
、

補
助
金
は
も
ら
わ
ず
、
賛
助
金
や
寄
付

な
ど
の
自
主
財
源
だ
け
で
施
設
を
建
設
。

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
の
雇
用
の
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
そ
こ
で
働
く
職
員
の
方
か

ら
、
利
用
者
の
尊
厳
を
大
切
に
考
え
て

い
る
思
い
な
ど
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
人
に

や
さ
し
い
町
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
１
日
目
の
午
後
と
２
日
目
は
、
教
科

書
無
償
運
動
発
祥
の
地
で
あ
る
長
浜
で
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
し
な
が
ら

学
習
を
深
め
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
教

科
書
が
無
償
と
な
っ
た
き
っ
か
け
に
、

長
浜
か
ら
始
ま
っ
た
「
義
務
教
育
は
無

償
と
す
る
」
と
い
う
憲
法
第

２６
条
を
守

る
運
動
が
あ
り
、
教
師
な
ど
も
一
緒
に

な
っ
た
取
り
組
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
南
海
中
学
校
生
が
犠
牲
に
な

っ
た
「
紫
雲
丸
海
難
事
故
」
に
つ
い
て

も
学
び
ま
し
た
。
犠
牲
者
の
中
に
被
差

別
地
域
の
生
徒
が
い
た
こ
と
か
ら
、
部

落
差
別
が
事
故
の
犠
牲
を
拡
大
し
た
か

の
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
事
故
と
部
落
差
別
は
関
係
な
い
こ

と
な
ど
を
正
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
講
師
の
話
か
ら
、
社
会
の
不
合

理
や
矛
盾
に
気
付
く
感
性
を
養
う
こ
と

の
大
切
さ
な
ど
も
実
感
し
ま
し
た
。

　
班
別
会
で
は
、
参
加
者
が
感
想
や
意

見
を
出
し
合
い
、
初
め
て
参
加
し
た
方

か
ら
は
「
す
ご
い
楽
し
い
！
も
っ
と
知

り
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
も
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
　
　　
（
人
権
啓
発
係
）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

片
坂
バ
イ
パ
ス
橘
川
ト
ン
ネ
ル

拳
ノ
川
小
学
生
が
工
事
現
場
見
学

熊
井
隧
道
が
土
木
学
会
か
ら

選
奨
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た

泊
ま
り
合
い
人
権
教
育
研
修
会

今
年
は
高
知
市
で
開
催
し
ま
し
た

今回の見学を記念し、場外の一角にタイムカプセル
を埋設しました。10年後、成長した子どもたちは当
時を思い出し、記念の品を懐かしむことでしょう。

町道では唯一のトンネル。建設から109年経った今
でも、遍路道などに現役で利用されています。

ず
い

ど
う
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地域おこし協力隊・田口佳子
蕁43－3306（旧馬荷小学校）

まちのできごとまちのできごとまちのできごと

　もちの準備 　 よさこい鳴子踊り 　 神踊り　  児童作のかかし　  ウォーキング　  パントマイム 　 フォークダンス 　 もち投げ1 2 3 4 5 6 7 8

 師走の風の冷たさはひとしおですね。皆さんお元気でお過ごしですか？
11月2日馬荷・御坊畑地区で「地域の秋を楽しむ会」（写真　 ～ 　）、11月3日大方橘川

地区で「こすもすの花見ｉｎ橘川」（写真　 ・ 　）が行われました。お手伝いしながら私が一番楽しん
でいた気がします。

1

7 8

6

4321

8765

 　◆
生
涯
「
生
産
者
」
と
し
て

　
社
会
に
つ
な
が
る

　
私
た
ち
が
黒
潮
町
を
訪
問
し
た
き
っ

か
け
は
、「
庭
先
集
荷
」
事
業
で
し
た
。

６５
歳
以
上
が
約
半
数
を
占
め
る
地
域
で
、

自
力
出
荷
が
難
し
い
生
産
者
の
た
め
に
、

各
家
庭
を
回
り
直
売
所
へ
運
ぶ
サ
ー
ビ

ス
で
す
。「
高
齢
者
」
＝
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
受
け
手
」と
の
考
え
方
が
あ
る
中
、

庭
先
集
荷
の
出
荷
者
が
、
高
齢
に
な
っ

て
も
い
き
い
き
と
「
生
産
者
」
で
あ
り

続
け
、
市
場
と
つ
な

が
り
、
経
済
活
動
を

続
け
る
こ
と
が
、や

り
が
い
を
も
っ
て
生

活
す
る
支
え
に
な
る

こ
と
に
、強
く
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。

◆
庭
先
集
荷
は
多
機
能
サ
ー
ビ
ス

　
も
う
一
つ
重
要
な
点
は
、
庭
先
集
荷

が
「
多
機
能
サ
ー
ビ
ス
」
で
あ
る
こ
と
。

集
荷
作
業
に
従
事
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ

ー
タ
ー（
Ｂ
Ｓ
）は
、
出
荷
を
休
ん
だ
時

は
健
康
を
気
遣
い
、
直
売
所
の
情
報
を

伝
え
て
値
つ
け
な
ど
の
相
談
に
乗
り
ま

す
。
Ｂ
Ｓ
の
存
在
は
、
高
齢
者
の
見
守

り
や
買
い
物
支
援
に
通
じ
る
サ
ポ
ー
ト

で
あ
り
、
利
用
者
が
情
報
を
得
、
町
と

つ
な
が
る
接
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
中
山
間
地
域
の
農
業
生
産
支
援
に
お

け
る
「
入
口
」
と
「
出
口
」

　
農
業
振
興
で
は
、
新
規
就
農
者
を
増

や
し
担
い
手
を
育
て
る
、
生
産
活
動
の

「
入
口
」
支
援
が
急
務
で
す
。
し
か
し

今
後
ま
す
ま
す
高
齢
化
す
る
地
域
で
は
、

住
民
が
で
き
る
だ
け
長
く
「
生
産
者
」

で
あ
り
続
け
る
た
め
の
支
援
、
言
わ
ば

「
出
口
」支
援
も
切
実
な
課
題
で
す
。

◆
生
産
×
福
祉
で
集
落
維
持
を

　
生
活
上
で
必
要
な
集
落
機
能
を
維
持

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
と
、
そ
れ
を
支

援
す
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ

せ
か
ら
生
ま
れ
る
地
域
内
外
の
人
・
モ

ノ
・
情
報
の
循
環
を
、
私
た
ち
は
「
集

落
福
祉
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
庭
先
集

荷
は
、
集
落
福
祉
を
実
現
す
る
鍵
が
「
多

機
能
で
地
域
を
結
ぶ
可
動
サ
ー
ビ
ス
」

に
あ
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
１０
月
１０
日
、
日
本
福

祉
大
学
・
高
知
県
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
共
催
に

よ
る
「
集
落
福
祉
か
ら

考
え
る
中
山
間
地
セ
ミ
ナ
ー
」
が
黒
潮
町

で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
集
落
福
祉
」
と
い
う

新
し
い
考
え
に
つ
い
て
、
同
大
学
・
小
國

和
子
准
教
授
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
福
祉
大
学
　
小
國
　
和
子

「
集
落
福
祉
」

〜
黒
潮
町
か
ら
全
国
へ
〜

い
こ
う

で

1お

ぐ
に
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入
野
小
学
校

『
心
豊
か
で
、た
く
ま
し
い

 
 
 
  

子
ど
も
の
育
成
』

校
長
　
芝
　
雅
人

りよだ校学

◆
は
じ
め
に

　
入
野
小
学
校
で
は「
心
豊
か
で
、

た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育
成
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
も
っ
と
一
般
的
な
言
葉
で
「
心

豊
か
な
子
ど
も
」
を
表
す
と
「
や

さ
し
い
言
動
を
す
る
子
ど
も
」
と

い
う
姿
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
自

分
を
大
切
に
す
る
だ
け
で
な
く
、

状
況
を
見
な
が
ら
他
者
の
思
い
や

願
い
を
推
し
は
か
る
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
、
そ
ん
な
願
い
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
「
た
く
ま
し
い
子

ど
も
」
は
、「
身
体
的
な
た
く
ま
し

さ
」
と
同
様
に
、「
気
持
ち
の
た

く
ま
し
さ
」
も
含
め
て
考
え
て
い

ま
す
。「
当
た
り
前
だ
と
思
わ
れ

る
こ
と
を
、
当
た
り
前
に
す
る
」

の
は
、
実
は
と
て
も
難
し
い
こ
と

で
す
。
で
も
、
そ
こ
に
大
切
な
こ

と
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
小
学
生

時
代
に
「
大
切
だ
」
と
気
づ
い
て

欲
し
い
こ
と
は「
勤
勉
さ
」で
す
。

頑
張
っ
て
い
た
ら
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
、
そ
ん
な
成
功
体
験
を
獲

得
す
る
た
め
に
、
日
々
の
ち
ょ
っ

と
し
た
積
み
重
ね
を
大
切
に
し
て

い
く
、
そ
ん
な
取
り
組
み
を
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

◆
校
内
研
修
の
取
り
組
み

　
校
内
研
修
の
テ
ー
マ
は
昨
年
度

と
同
じ
で
「
か
か
わ
り
合
い
、
学

び
合
う
子
ど
も
を
育
て
る
」で
す
。

本
年
度
は
「
か
か
わ
り
合
う
子
ど

も
」「
学
び
合
う
子
ど
も
」
の
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
次
の
よ
う
に
描

き
ま
し
た
。

　
　
　
・
・
・
・
・

「
多
様
な
考
え
方
の
中
か
ら
、よ
り

分
か
り
や
す
い
考
え
方
や
そ
の
根

拠
を
言
う
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
」

「
友
だ
ち
の
考
え
方
に
学
び
、考
え

方
の
共
通
点
と
相
違
点
を
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
」

　
　
　
・
・
・
・
・

　
そ
ん
な
子
ど
も
の
姿
を
実
現
す

る
た
め
に
、
特
に
算
数
で
目
指
す

授
業
を
考
え
ま
し
た
。

　
　
　
・
・
・
・
・

「
絵
や
図
な
ど
既
習
事
項
を
使
っ

て
、
自
力
解
決
す
る
授
業
を
行
う
」

「
考
え
方
の
良
さ
や
お
も
し
ろ
さ

を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
授
業
を
行

う
」

　
　
　
・
・
・
・
・

　
す
べ
て
の
授
業
で
行
え
る
方
法

で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

特
に
お
互
い
で
参
観
し
合
う
授
業

を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

◆
学
力
の
状
況

◆
学
力
向
上
に
向
け
て

　
４
月
に
行
っ
た
標
準
学
力
調
査

で
は
や
や
厳
し
い
結
果
が
出
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
改
善
に
向
け

「
く
ろ
し
お
タ
イ
ム
」
や
朝
会
の

時
間
を
活
用
し
た
視
写
や
算
数
、

ノ
ー
ト
紹
介
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
力
を

伸
ば
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆
読
書
活
動
の
充
実

　
良
い
本
を
読
む
こ
と
は
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
知
育
的
な
効
果

だ
け
で
な
く
徳
育
的
な
効
果
も
期

待
で
き
る
こ
と
で
す
。
本
校
で
も

大
切
に
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環
境
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
、
ご
紹
介
し
た
い
の
は
、

図
書
室
が
と
て
も
充
実
し
て
い
る

こ
と
で
す
。
入
野
小
学
校
に
お
越

し
の
際
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
き
れ
い
に
本
が
整
頓
さ
れ
て
い

て
利
用
し
や
す
い
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
の
内
容
や
季
節
の
行

事
に
関
係
し
た
飾
り
付
け
が
あ
り
、

「
楽
し
そ
う
」「
行
っ
て
み
た
い
」

と
い
う
雰
囲
気
の
図
書
室
に
な
っ

て
い
ま
す
。

 　
日
々
の
読
書
の
時
間
に
も
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。
掃
除
の
後
の

１０

分
間
は
「
読
書
の
時
間
」
。
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
職
員
も
職

員
室
に
い
る
者
も
含
め
て
「
ペ
ー

ジ
を
め
く
る
音
以
外
は
た
て
て
は

い
け
な
い
」
こ
と
が
原
則
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
防
災
へ
の
取
り
組
み

　
こ
れ
は
入
野
小
学
校
だ
け
で
な

く
、
黒
潮
町
全
体
の
課
題
で
も
あ

り
ま
す
が
、
地
震
・
津
波
を
中
心

と
し
た
防
災
教
育
に
も
力
を
入
れ

て
い
ま
す
。

 　
こ
れ
は
、
５
年
生
が
行
っ
た
親

子
防
災
キ
ャ
ン
プ
の
１
コ
マ
、
段

ボ
ー
ル
で
の
パ
ー
テ
ィ
ー
シ
ョ
ン

作
り
の
様
子
で
す
。
こ
の
他
に
も

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
手
作
り
の
お
皿

と
ス
プ
ー
ン
で
食
べ
た
り
、
ラ
ン

タ
ン
を
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
活
動
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
学
校
名
で
検
索

し
て
く
だ
さ
い
。

平成26年度  標準学力調査結果
（全国を1とする）

2年

0.95 0.95 0.86

0.95

国語

算数 0.97 0.90

3年 4年

1.04

1.05

5年
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◆
は
じ
め
に

　
校
庭
の
石
碑

に
刻
ま
れ
て
い

る
校
訓
「
な
か

よ
く
　
か
し
こ

く
　
た
く
ま
し
く
」、
そ
し
て「
自

ら
学
び
、
す
す
ん
で
行
動
す
る
子

ど
も
を
育
て
る
」
の
学
校
教
育
目

標
の
も
と
、
知
・
徳
・
体
・
命
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
施
し
生
き
て
い
く

力
を
育
む
た
め
に
、
地
道
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
児
童
は
、

素
朴
で
明
る
く
、
休
み
時
間
に
は
、

上
級
生
は
下
級
生
に
や
さ
し
く
か

か
わ
り
、
学
年
関
係
な
く
全
校
児

童
で
仲
良
く
元
気
に
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
も
、

学
校
に
対
し
て
温
か
く
と
て
も
協

力
的
で
す
。

　
本
年
度
は
、
７
人（
男
子
５
人
、

女
子
２
人
）の
新
入
生
を
迎
え
て
、

児
童
数

４５
人（
男
子

２５
人
、
女
子

２０
人
）、
教
職
員
数

１３
人
で
教
育

活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
校
区
は
、
７
地
区
か
ら
な
っ
て

お
り
、
う
ち
３
地
区
が
海
岸
近
く

の
国
道

５６
号
線
沿
い
に
あ
り
ま
す
。

校
舎
は
、

６.６
ｍ
、

海
か
ら
の
直
線

で
６
７
０
ｍ
の

場
所
に
位
置
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、

防
災
教
育
は
学

校
の
重
点
課
題

と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
平
成

２４
年
度

に
は
、文
科
省
の
防
災
教
育
事
業

の
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
昨

年
度
か
ら
は
、
町
の
防
災
教
育
推

進
校
に
指
定
さ
れ
、「
防
災
教
育

の
風
土
づ
く
り
」
に
向
け
、
毎
月

の
避
難
訓
練
、
体
力
作
り
、
炊
出

し
訓
練
、
防
災
学
習
・
研
修
、保

護
者
・
地
域
と
の
連
携
な
ど
、実

践
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

◆
校
内
研
修
の
充
実

　
日
々
の
教
育
活
動
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
わ
か
る
授
業
づ
く
り
の

推
進
の
た
め
、
今
年
度
も
全
担
任

が
授
業
公
開
を
行
い
ま
し
た
。
教

材
研
究
・
授
業
研
究
に
は
、
必
ず

外
部
講
師
を
招
へ
い
し
、
研
究
協

議
で
の
示
唆
な
ど
を
、
次
の
研
究

授
業
に
ス
パ
イ
ラ
ル
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
に
よ
り
、
本
校
の
実
態

に
あ
っ
た
授
業
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の

確
立
も
進
め
て
い
ま
す
。

◆
学
力
の
定
着
・
向
上
に
向
け
て

①
基
礎
学
習
タ
イ
ム
・
チ
ャ
レ
ン

ジ
タ
イ
ム
・
フ
ラ
イ
デ
ー
タ
イ

ム
な
ど
の
取
り
組
み
の
継
続

②
課
題
で
あ
る
活
用
問
題
へ
の
対

応
の
た
め
に
、

市
販
テ
ス
ト

を
全
校
で「
Ｅ

Ｘ
テ
ス
ト
」（
㈱

日
本
標
準
）

に
統
一

③
作
成
中
の
家

庭
学
習
の
手

引
き
の
配
布
、

活
用

④
教
材
室
、
理
科
室
・
準
備
室
な

ど
の
整
備

⑤
ノ
ー
ト
提
示
方
法
の
工
夫

⑥
夏
休
み
の
加
力
学
習
な
ど
…

◆
標
準
学
力
調
査
結
果
よ
り

 
左
記
は
、
今
年
４
月
に
実
施
し

た
標
準
学
力
調
査
の
結
果
で
す
。

 
学
力
を
つ
け
る
こ
と
は
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
の
個
性
や

能
力
を
伸
ば
し
、
幅
広
く
豊
か
な

進
路
、
夢
の
実
現
や
目
標
の
達
成

な
ど
、
豊
か
な
未
来
に
向
け
た
大

切
な
営
み
で
す
。
子
ど
も
一
人
ひ

と
り
の
結
果
を
分
析
・
把
握
し
、

授
業
改
善
と
学
力
向
上
に
つ
な
げ

る
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
高
知
県
人
権
教
育
研
究
大
会
で

の
実
践
発
表
　

　
１０
月
の
県
人
研
大
会
で
は
、「
特

別
支
援
学
級
の
子
ど
も
達
を
中
心

に
据
え
た
学
級
の
取
組
み
と
集
団

づ
く
り
に
向
け
て
、
子
ど
も
達
一

人
ひ
と
り
の
自
立
の
た
め
の
相
互

の
関
わ
り
づ
く
り
と
人
間
関
係
づ

く
り
に
つ
い
て
」
の
要
旨
で
、
取

り
組
み
の
一
端
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

 
〜
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
〜

　
子
ど
も
は
、
地
域
の
宝
で
あ
り
、

「
地
域
を
学
び
」「
地
域
に
学
ぶ
」

「
地
域
と
学
ぶ
」と
い
う
視
点
か
ら
、

生
活
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間

を
使
い
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

聞
き
取
り
学
習
や
地
域
の
高
齢
者
・

施
設
利
用
者
な
ど
と
の
交
流
を
通

し
て
、
地
域
の
方
々
の
願
い
や
生

き
方
に
ふ
れ
、
共
に
生
き
る
こ
と

の
大
切
さ
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　
地
域
の
行
事
に
は
児
童
の
参
加

が
増
え
、
地
域
の
行
事
の
伝
承
が

で
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

地
域
を
誇
り
に
思
い
、
地
域
を
愛

す
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
保
護
者
、
地
域
の
方
々
に
は
、

今
年
度
も
引
き
続
き
、
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
朝
の
読
み
聞

か
せ
、
米
作
り
学
習
、
運
動
会
で

の
太
刀
踊
り
の
指
導
、
大
根
交
流
、

手
話
学
習
な
ど
、
さ
ら
に
、
今
年

度
は
、
音
楽

朝
会
や
音
楽

祭
に
向
け
て

の
合
唱
・
合

奏
指
導
で
も
、

学
校
に
関
わ

っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
学
校
教
育
に

と
っ
て
大
き
な
支
え
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
に
開
か
れ
た

教
育
の
あ
り
方
を
探
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

りよだ校学

南
郷
小
学
校

『
な
か
よ
く
　

　
か
し
こ
く
　
た
く
ま
し
く
』

校
長
　
則
　
ル
リ

避難訓練（休み時間）

夏休みの加力学習

音楽祭に向けて

運動会での太刀踊りと秋祭り

平成26年度  標準学力調査結果
（全国を1とする）

2年

1.02 1.10 0.93

1.08

国語

算数 1.09 1.06

3年 4年

1.16

1.17

理科 0.90 1.24

5年

1.06

6年
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人
権
集
会

学
校
の
代
表

伝
統
の
太
刀
踊
り

くろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュースくろしお子どもニュース
町内児童・生徒が、身の回りのできごとなどをお伝えするコーナーです。

　
１０
月
３
日
に
、
児
童

会
役
員
選
挙
が
あ
り
、ぼ

く
は
会
長
に
立
候
補
し

ま
し
た
。
学
校
に
行
く

前
か
ら
す
ご
く
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
。

　
児
童
会
役
員
選
挙
が

始
ま
り
ま
し
た
。
校
長

先
生
の
話
が
終
わ
っ
て
、
い
よ
い
よ
会
長
候
補

の
演
説
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
一
番
初

め
だ
っ
た
の
で
、
す
ご
く
緊
張
し
ま
し
た
。
選

挙
管
理
員
の
人
が
、「
お
ね
が
い
し
ま
す
」
と
い

っ
た
の
で
、
緊
張
し
て
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な

っ
た
け
ど
、
思
い
き
っ
て
「
ハ
イ
！
」
と
返
事

を
し
て
前
に
出
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、「
あ
い
さ
つ

を
す
る
」「
後
片
付
け
」「
き
ま
り
を
守
る
」と
い

う
３
つ
の
こ
と
を
、
積
極
的
に
話
し
ま
し
た
。

車
い
す
と
交
換
し
て
も
ら
え
る
、
プ
ル
タ
ブ
集

め
の
こ
と
も
話
し
ま
し
た
。
足
の
不
自
由
な
人

に
早
く
車
い
す
を
提
供
し
て
、
暮
ら
し
を
も
っ

と
楽
に
し
て
あ
げ
た
い
か
ら
で
す
。
や
っ
と
演

説
が
終
わ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
力
が
抜
け
て
い

き
ま
し
た
。
教
室
に
帰
っ
て
投
票
を
し
ま
し
た
。

そ
し
て
休
み
時
間
に
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。「
会

長
、
松
尾
勇
汰
く
ん
」
と
放
送
が
あ
り
、
す
ご

く
う
れ
し
く
て
、「
や
っ
た
」と
思
い
ま
し
た
。

　
今
は
ま
だ
、
児
童
会
の
仕
事
に
は
慣
れ
て
は

い
な
い
け
ど
、
落
選
し
た
人
の
分
も
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
学
校
の
代
表
と

し
て
入
野
小
学
校
を
リ
ー
ド
し
て
、
よ
い
学
校

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
入
野
小
学
校
　
６
年
　
松
尾
　
勇
汰
）

　
１０
月

１２
日
に
地
域
の
秋
祭
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
日
は
台
風

１９
号
の
接
近
で
、
祭
り
が
で

き
る
か
ど
う
か
心
配
な
天
気
だ
っ
た
の
で
、
お

み
こ
し
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら
今
年
は
、

集
会
所
で
伝
統
の
太
刀
踊
り
を
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
小
踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な

が
ん
ば
っ
て
い
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
次
に
ぼ
く
た
ち
の
太
刀
踊
り
が
あ
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、「
だ
し
」
と
い
う
か
け
声
を
言
う
役
だ

っ
た
の
で
、
と
て
も
き
ん
張
し
ま
し
た
。

　
太
刀
踊
り
の
後
は
、
大
人
た
ち
が
か
ま
踊
り

を
し
ま
し
た
。
み
ん
な
息
が
上
が
っ
て
大
変
そ

う
で
し
た
。

　
全
部
で
、
１
時
間
半
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
。

長
い
間
練
習
を

や
っ
て
き
て
、

精
い
っ
ぱ
い
や

り
き
っ
た
の
で
、

や
っ
と
終
わ
っ

た
と
思
い
ま
し

た
。
つ
か
れ
た

け
ど
な
ん
か
気

持
ち
よ
か
っ
た

で
す
。
こ
れ
か

ら
も
太
刀
踊
り

が
続
い
て
い
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

（
南
郷
小
学
校
　
６
年
　
畑
中
　
颯
太
）

　
１１
月
３
日
に
佐
賀
中
学
校
の
人
権
集
会
が
あ

り
ま
し
た
。

 
私
た
ち
３
年
生
は
、「
幸
福
に
生
き
る
」を
テ

ー
マ
に
学
習
し
た
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
今

回
で
３
回
目
の
人
権
集
会
だ
っ
た
け
ど
、
毎
回
、

自
分
に
と
っ
て
、

す
ご
く
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
考

え
さ
せ
ら
れ
る

集
会
で
し
た
。

そ
し
て
、
今
回

も
も
ち
ろ
ん
、

自
分
を
見
直
す

い
い
機
会
に
な

っ
た
と
思
い
ま

す
。

 
１
年
生
、
２

年
生
は
、
佐
賀

を
も
っ
と
い
い

町
に
す
る
た
め
に
は
と
い
う
課
題
に
取
り
組
み
、

佐
賀
の
人
た
ち
の
良
さ
や
温
か
さ
が
わ
か
る
い

い
発
表
で
し
た
。

　
私
た
ち
３
年
生
は
も
ち
ろ
ん
、
１
・
２
年
生

や
保
護
者
の
人
た
ち
に
も
、
差
別
が
ど
れ
だ
け

間
違
っ
て
い
る
こ
と
か
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き

た
人
権
集
会
で
し
た
。
差
別
が
な
く
な
る
未
来

を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

（
佐
賀
中
学
校
　
３
年
　
浜
中
　
音
乃
）
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12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

18日（木） 保健福祉センター
※09：00～11：00

乳がん検診（未受診者対象）
※13：30～15：00

1月 場　　　所 時　　　間内　　　容

5日（月） 奥湊川老人憩の家 10：00～12：00奥 湊 川 健 康 相 談

13日（火） 中馬荷集落センター 9：30～12：00馬 荷 ふ れ あ い サ ロ ン

14日（水） ふるさと総合センター ※13：00～14：00乳児・１歳６カ月児健診

15日（木）
上川口浦集会所 10：30～13：00上川口浦ふれあいサロン

加持本村集会所 10：00～12：00加持本村ふれあいサロン

大方地域 健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

１２
月
中
旬
か
ら
１
月
中
旬
ま
で
の
健
康
に
関
す
る
行
事
予
定
で
す
。

変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
担
当
係
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

注）表中の※印は、受付時間となります。

12月 場　　　所 時　　　間内　　　容

16日（火）
保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

熊野浦集会所 10：00～15：00熊野浦ふれあいサロン

19日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

22日（月） 佐賀保育所 9：30～11：00佐 賀 愛 育 相 談

26日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

1月 場　　　所 時　　　間内　　　容

6日（火） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

8日（木） 藤縄集会所 9：30～13：00藤 縄 ふ れ あ い サ ロ ン

9日（金） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

13日（火） 保健センター 9：30～12：00寝たきり予防運動教室

15日（木） 漁民センター 9：30～11：30漁 民 ふ れ あ い サ ロ ン

佐賀地域

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　
　
蕁
4
3
―
2
8
3
6（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
蕁
5
5
―
7
3
7
3（
直
通
）

【診療時間】午前9時～正午、午後2時～5時（記載がある場合はその時間まで）■拳ノ川診療所　1月の診療予定
日 土月 火 水 木 金

1 31 2 3 1 2
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土月 外来診療 水 外来診療 外来診療

4 105 6 7 8 9
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土外来診療 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療 外来診療�

11 1712 13 14 15 16
午前 日 土外来診療 外来診療 外来診療 外来診療 金
午後 日 土月 伊与喜出張診療 外来診療 外来診療（6時まで） 外来診療

18 2419 20 21 22 23
午前 日 土外来診療 （祝日） 外来診療 外来診療 金
午後 日 土

31
土
土

月 鈴出張診療 鈴出張診療 外来診療（6時まで）

【お問い合わせ】拳ノ川診療所　蕁55－7111（直通）
医師の都合により変更となる場合がありますので、予約外の方は事前にお電話でご確認ください。

27
外来診療

鈴出張診療

外来診療

午前 日 外来診療
午後 日 月

28
外来診療

鈴出張診療

29
外来診療

外来診療（6時まで）

30
外来診療
外来診療

25 26
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健

知

袋

康

恵

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
性
胃
腸

炎
や
食
中
毒
は
、
１
年
を
通
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
が
、

１１
月
く
ら
い
か
ら
発

生
件
数
が
増
加
し
は
じ
め
、

１２
月
〜
翌

年
１
月
が
発
生
の
ピ
ー
ク
に
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。

　
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
ご
く
少
量

の
ウ
イ
ル
ス
で
も
口
か
ら
体
内
に
入
る

こ
と
で
感
染
し
ま
す
。

　
感
染
経
路
と
し
て
は
、
ウ
イ
ル
ス
に

汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
て
感
染
し
ま

す
。
ま
た
、
感
染
し
た
人
の
ふ
ん
便
や

お
う
吐
物
を
介
し
て
、
他
の
人
へ
感
染

し
ま
す
。

◆
感
染
し
た
と
き
の
症
状

　
感
染
後
、

２４
〜

４８
時
間
で
、
吐
き
気
・

お
う
吐
・
発
熱
・
腹
痛
・
下
痢
な
ど
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
感
染
す
る
と
、
ウ

イ
ル
ス
は
１
週
間
、
長
く
て
１
カ
月
程

度
で
、ふ
ん
便
と
と
も
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
原
因
食
品

　
水
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た

食
品
、
特
に
カ
キ
を
含
む
二
枚
貝
が
多

く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
感
染
予
防
に
つ
い
て

①
食
品
対
策

　
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
中
心
部
ま

で
十
分
に
加
熱（

８５
〜

９０
℃
で

９０
秒
以

上
）し
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。
湯
通

し
程
度
の
不
十
分
な
加
熱
で
は
、
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
力
は
失
わ
れ
ま
せ
ん
。

②
手
洗
い

　
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
を
す
る
際
、
食

事
の
前
に
は
し
っ
か
り
手
を
洗
い
ま
し

ょ
う
。

③
調
理
器
具
に
つ
い
て

　
二
枚
貝
な
ど
を
取
り
扱
う
時
は
、
専

用
の
調
理
器
具（
ま
な
板
・
包
丁
な
ど
）

を
使
用
す
る
か
、
調
理
器
具
を
使
用
す

る
た
び
に
洗
浄
・
熱
湯
消
毒
す
る
な
ど

の
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
二
次
感
染
の
予
防

・
感
染
者
の
ふ
ん
便
や
、お
う
吐
物
・
ふ
ん

便
で
汚
れ
た
衣
類
な
ど
を
片
づ
け
る

と
き
は
、ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、マ
ス
ク
な
ど

を
用
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、処
理
し
た

場
合
は
、ウ
イ
ル
ス
が
屋
外
に
出
て
い

く
よ
う
十
分
に
換
気
し
ま
し
ょ
う
。

・
拭
き
取
っ
た
汚
物
や
汚
れ
た
お
む
つ

な
ど
は
、
す
ぐ
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
中

に
い
れ
、
縛
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
（
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
は
、

０.１
％
の
次
亜
鉛
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
染
み
込
む
程
度
に

入
れ
、
消
毒
を
す
る
と
効
果
的
で
す
）。

・
汚
染
さ
れ
た
場
所
は
、

０.０２
％
の
次
亜

鉛
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
浸
し
た
布
な

ど
で
拭
き
、

１０
分
程
度
た
っ
た
ら
水

拭
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
調
理
を
す
る
人
は
下
痢
、
吐
き
気
な

ど
症
状
が
あ
る
時
は
、
調
理
を
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
下
痢
や
お
う
吐
な
ど
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
食
中
毒
が
疑
わ
れ
た
場
合
に

は
、
医
師
に
診
察
し
て
も
ら
い
治
療
を

う
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
止

し
ゃ
薬（
下
痢
止
め
薬
）は
、
病
気
の
回

復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
己
判
断
せ
ず
に
す
ぐ
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

保
健
衛
生
係

　
　
蕁
４
３
―
２
８
３
６（
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
蕁
５
５
―
７
３
７
３（
直
通
）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
！

手洗い方法 石けん自体には、ウイル
スを殺す力はありません

が、手指からウイルスをはがしやすくします。

●爪は短く切り、手洗い前に時計
や指輪をはずしましょう。

●洗った手を拭くタオルは使い
まわしをせず、自分専用のもの
か、ペーパータオルを用意しておきましょう。

●流水で汚れを落とした後に、石けんを使用し、
30秒以上洗浄し、温水で10秒以上洗い流
しましょう。

消毒液はペットボトルで簡単につくれます
次亜鉛素酸ナトリウム

台所用塩素系漂白剤を原液とした場合の作り方
【通常のお掃除用】

キャップ１杯弱

１Ｌのペットボトルに水を入れ、
キャップ１杯（５ｍｌ）の漂白
剤を加える

1L
500ml

0.02%

【汚染がひどい場所用】

キャップ2杯

５００ｍｌのペットボトルに水
を入れ、キャップ２杯（１０ｍｌ）
の漂白剤を加える

0.1%
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国保会計国保会計国保会計みんなでささえる

○お問い合わせ　【本　　庁】住民課 国保係　　　　　　　蕁43－2800（課直通）

　　　　　　　　【佐賀支所】地域住民課 総合窓口第2係　蕁55－3112（課直通）

～1月から自己負担限度額が変わります～
　ひと月の間で医療機関に支払う自己負担額が高額になる場合、限度額適用認定証などを
提示することにより、1つの医療機関での支払いが自己負担限度額までとなります。

    ※入院した時の食事代や保険がきかない差額ベット料などは算出の対象外。

　月ごとの自己負担の限度額は年齢と所得区分によって異なりますが、平成27年1月から、
69歳以下の方の所得区分が細かく分かれ、自己負担限度額が以下のように変更になります。

　すでに、限度額適用認定証（水色）や限度額適用・標準負担額減額認定証（黄緑色）の交付を
受けている69歳以下の方は、有効期限が平成26年12月31日となっているため、区分の名称
を改め、有効期限を平成27年7月31日までに変更したものを、12月下旬に送付します。

所得区分

住　民　税
非課税世帯

所得 ※1

－

3回目まで

035,400円

4回目以降 ※2

024,600円

一　　　般

上位所得者

210万円を超え
600万円以下

080,100円
医療費が267,000円を超えた場合は、

その超えた分の1％を加算
044,400円

600万円を超え
901万円以下

167,400円
医療費が558,000円を超えた場合は、

その超えた分の1％を加算
093,000円

901万円を超える
252,600円

医療費が842,000円を超えた場合は、
その超えた分の1％を加算

140,100円

210万円以下 057,600円 044,400円

※3 過去12カ月間に、②の限度額を超えた支給が4回以上あった場合は、4回目以降は44,400円。
※2 外来（個人単位）①の限度額を適用後に、入院と合算して②の限度額を適用します。

※1 所得＝総所得金額〔収入総額－必要経費（給与所得控除・公的年金控除など）〕－基礎控除（33万円）
※2 過去12カ月間に、1つの世帯で高額療養費の支給が4回以上あった場合は表中の「4回目以降」の限度額
   　を適用します。
※3 同じ人が、1つの医療機関で支払った自己負担額が入院・外来ごとに21,000円に満たない場合は、高額
   　療養費の算出対象になりません。

【69歳以下の方の場合】

所得区分 外来（個人単位）① 外来＋入院（世帯単位）②

低所得者Ⅰ 08,000円 15,000円 ※1

低所得者Ⅱ 08,000円 24,600円 ※1

一　　般 12,000円 44,400円 ※1

現役並み所得者 44,000円
80,100円 ※3

【70歳以上75歳未満の方の場合】－ 変更ありません －

医療費が267,000円を超えた場合は、その超えた分の1％を加算
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　今回は、所得税・住民税の医療費控除の対象となる介護保険サービスや、その他の介護保険に関
係のある所得控除についてご紹介します。

　介護保険サービスごとに、医療費控除の対象となる金額が決められており、医療費控除できる金
額は、1月から12月までの1年間に支払った医療費が対象です。
　対象となるサービスをご利用の場合、費用を支払った際に受け取る領収書に医療費控除対象額が
記載されていますのでご確認ください。

※高額介護サービス費の払い戻しを受けた場合は、払い戻し金額を差し引いた残りの金額が対象。（⑭は高額介護サ
ービス費の払い戻し金額を差し引いた残りの金額の2分の1）

※交通費は通常必要と認められる分が対象。
※日常生活費、特別なサービス費用、特別な食事・居住費は対象外。
※①～⑤の医療系サービスは支給限度額を超えた自己負担分も対象となるが、⑥～⑪の福祉系サービスは支給限度

額を超えた自己負担分は対象外。

◎医療費控除
　＝医療費控除の対象額－（10万円または総所得金額などの合計の5％のいずれか少ない額）

1.介護保険サービスの利用に係る費用 医療費控除

サービスの種類（介護予防を含む） 医療費控除の対象となる範囲

①訪問看護
②訪問リハビリテーション
③居宅療養管理指導

サービス費の自己負担分

在
宅
サ
ー
ビ
ス

医
療
系

④通所リハビリテーション サービス費の自己負担分と食費

⑤短期入所療養介護 サービス費の自己負担分と食費、滞在費

⑥訪問介護（生活援助中心型を除く）
⑦訪問入浴介護
⑧夜間対応型訪問介護
⑨通所介護・認知症対応型通所介護
⑩小規模多機能型居宅介護
⑪短期入所生活介護

サービス費の
自己負担分

※①～⑤のサービスと
　併せて利用する場合
　のみ、医療費控除の
　対象。

福
祉
系

⑫介護老人保健施設
⑬介護療養型医療施設

⑭介護老人福祉施設
　（特別養護老人ホーム）

サービス費の自己負担分と食費、居住費

サービス費の自己負担分と食費、居住費のそれ
ぞれ2分の1の額。旧措置入所者は対象外。

施
設
サ
ー
ビ
ス

ガイ ド介護保険介護保険介護保険 介護保険関係の所得控除
介護保険広報シリーズ　104

　傷病によりおおむね6カ月以上寝たきりで医師の治療を受けている場合に、おむつを使う必要がある
と認められれば、医療費控除の対象になります。（医師の発行する「おむつ使用証明書」が必要です。）ま
た、おむつ代の医療費控除を受けるのが2年目以降で、要介護認定などを受けている人は、黒潮町の交
付する「確認書」で代用できます。「確認書」については介護保険係へお問い合わせください。

◆ 寝たきりの場合のおむつ代の医療費控除の取り扱い
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　65歳以上の要介護1～5の認定者で知的障がい者・身体障がい者に準ずると黒潮町長が認めた場
合は、障がい者控除の対象となります。障がい者控除を受けるためには、障がい者控除対象者認定
が必要ですので、介護保険係へ申請してください。

介護保険料は大切な財源です。納付期限までにお納めを　～安心で便利な口座振替を！～

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 介護保険係　蕁43－2116（課直通）

　介護保険料を控除できる金額は、1月から12月までの1年間に納めた金額が対象です。

3.介護保険料 社会保険料控除

納め方 社会保険料控除が受けられる方
特別徴収

（年金から納めている）
被保険者本人のみ

普通徴収
（納付書や口座振替で納めている）

被保険者本人、または本人の代わりに介護保
険料を支払った生計を同じくする家族

2.要介護認定を受けている方 障がい者控除
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備
え
て
安
心

備
え
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心

備
え
て
安
心
102

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
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災
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え
〜

〜
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
へ
の
備
え
〜

○
お
問
い
合
わ
せ
 

【
本
庁
】
情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係
　
蕁
4
3
―
2
1
8
8（
課
直
通
）　
【
佐
賀
支
所
】
地
域
住
民
課 
総
合
窓
口
第
１
係
 
蕁
5
5
―
3
1
1
3（
直
通
）

　
１１
月
１
日
に
「
こ
ど
も
★
防
災
フ
ェ
ス

２
０
１
４
」
を
土
佐
西
南
大
規
模
公
園
で

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
雨
で
し
た
が
、

町
内
や
近
隣
市
町
村
か
ら
、
あ
わ
せ
て

約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
厚
い
雲
と
雨
の
た
め
、
消
防
防
災
ヘ

リ
の
ブ
ー
ス
は
中
止
、
は
し
ご
車
も
午

後
か
ら
の
体
験
と
な
り
ま
し
た
が
、
元

気
な
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
の
皆
さ
ん
、

そ
し
て
消
防
団
や
消
防
署
、
自
衛
隊
、

警
察
、
日
本
赤
十
字
社
、
電
話
会
社
、

防
災
関
係
業
者
な
ど
多
く
の
機
関
が
集

ま
り
、
物
作
り
や
体
験
な
ど
を
笑
顔
で

楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
の
町
民
大
学
で
も
講
師

を
務
め
た
群
馬
大
学
の
片
田
敏
考
教
授

が
「
こ
ど
も
の
命
を
守
る
の
は
大
人
の
責

任
」
と
い
う
演
題
で
講
演
。
自
分
の
命
は

自
分
で
守
る
と
い
う
防
災
の
根
幹
的
な

部
分
を
、子
ど
も
た
ち
に
も
分
か
る
よ
う

丁
寧
に
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
普
段
は
な
か
な
か
で

き
な
い
体
験
を
通
し
て
、
楽
し
く
防
災

を
学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
。

黒
潮
町
を
中
心
と
し
た
幡
多
全
域
の
防

災
知
識
・
技
術
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

こども★防災フェス2014
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役場からのお知らせ役場からのお知らせ

黒潮町ケーブルテレビ

12月番組予定表
IWKTV加入についてのお問い合わせは

まで光ネットワークサービスセンター
営業時間  9：00～17：00（土・日・祝日・年末年始を除く）

0800－200－1373年末年始の特番で1年を振り返ります！年末年始の特番で1年を振り返ります！

ＩＷＫＴＶの放送時間・番組などに関するお問い合わせは　黒潮町役場 本庁 情報防災課 情報推進係 または ＩＷＫＴＶ制作室まで

【情報推進係】蕁43－2188
（課直通）

【IWKTV制作室】蕁43－0500

番　　組 放送時間
番組案内

ＩＷＫＮＥＷＳ

おしえて食改さん

黒潮町版健康体操～ロコクロ体操～

行政チャンネル

防災チャンネル

えいちや！知っ得！くろしお町

耳をすまして

図書館どうでしょう

ザ☆黒潮人

お話玉手箱

くろしお☆チルドレン

ＪＣＣ三人娘が行く

サイエンスチャンネル

Kochi on TV!

片さんのFish!おふ

ショップチャンネル

番組内容の更新は、毎週水曜日の15：00です。

6：00　10：30　15：00　19：30

6：05　10：35　15：05　19：35

6：20　10：50　15：20　19：50

6：30　11：00　15：30　20：00

6：45　11：15　15：45　20：15

6：55　11：25　15：55　20：25

7：05　11：35　16：05　20：35

7：15　11：45　16：15　20：45

7：30　12：00　16：30　21：00

7：35　12：05　16：35　21：05

7：50　12：20　16：50　21：20

8：05　12：35　17：05　21：35

8：15　12：45　17：15　21：45

8：25　12：55　17：25　21：55

8：40　13：10　17：40　22：10

9：40　14：10　18：40　23：10

24：00～6：00

注）放送内容などは予告なく変更する場合があります。「電子番組表」で正確な内容が確認できます。（デジアナ放送を視聴の方以外）

お 知 ら せ

★黒潮町議会中継　12月第31回定例会
議会日程　11日（木）～19日（金）
中継時間　9：00～議会終了まで
再　放　送　①中継翌日19：00～議会終了まで
　　　　　②21日（日）～25日（木）
　　　　　　19：00～議会終了まで
※議会日程などは変更となる場合があります。

※衆議院解散に伴う総選挙のため、議会日程が変更とな
　る場合があります。

★高知県議会中継　12月定例会
中　継　日　5日（金）・10日（水）～12日（金）・19日（金）
中継時間　10：00～議会終了まで

★IWKTV総集編…今年の番組をまとめて放送
放　送　日　26日（金）～31日（水）

★IWKNEWS SPECIAL…2014年のNEWSを一挙放送
放　送　日　2015年1月1日（木）～7日（水）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

　　　
国
民
年
金
保
険
料
と
一
緒
に
月
額
４

０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が

加
算
さ
れ
ま
す
。
付
加
年
金
の
受
給
額

（
年
額
）は
、「
２
０
０
円
×
納
付
月
数
」

で
計
算
し
ま
す
。
２
年
以
上
受
給
す
る

と
、
納
付
し
た
付
加
保
険
料
以
上
の
付

加
年
金
が
受
け
取
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

 
付
加
保
険
料
の
納
付
は
、
申
出
を
し

た
月
分
か
ら
で
、
定
額
保
険
料（
月
額

１
万
５
２
５
０
円
）を
納
付
す
る
こ
と

が
条
件
で
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
基
金

加
入
者
や
、
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

該
当
者
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

 
申
し
込
み
手
続
き
は
、
役
場
ま
た
は

年
金
事
務
所
へ
。
後
日
、
年
金
事
務
所

か
ら
納
付
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
だ
け

に
加
入
し
て
い
る
自
営
業
者
な
ど
の
方

が
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
し
て
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
加
入
で
き
る
方
は
、

２０
歳
以
上

６０
歳

未
満
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い

る
第
１
号
被
保
険
者
の
方
で
す
。

　
国
民
年
金
基
金
へ
の
加
入
申
し
込
み

や
ご
質
問
は
、
国
民
年
金
基
金
へ
。

●
「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

　
幡
多
年
金
事
務
所
が
３
カ
月
に
１
度

行
っ
て
い
る
出
張
年
金
相
談
で
す
。

　
相
談
に
は
、
年
金
手
帳（
年
金
証
書
）

と
、
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許
証

な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
代
理
人
の
場
合
は
、

本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

日
時
　
平
成

２７
年
１
月

１５
日（
木
）

　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時
　

場
所
　
佐
賀
支
所 

町
民
室（
１
階
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　
黒
潮
町
役
場

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

 
 
蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

 
 
蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
） 

　
日
本
年
金
機
構 

幡
多
年
金
事
務
所

 
 
蕁
３
４
―
１
６
１
６

 
高
知
県
国
民
年
金
基
金

 
 
蕁
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２

 
 
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
２
５
２
５

付
加
保
険
料
で
年
金
額
を

増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す

国
民
年
金
基
金
で

年
金
額
を
増
や
す
方
法
も

※予定
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「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
は
、
平
成

２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
上
げ

に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
々
へ
の
負
担

の
影
響
を
考
え
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な

措
置
と
し
て
、
支
給
さ
れ
る
給
付
金
で

す
。

　
黒
潮
町
で
は
、
支
給
対
象
と
思
わ
れ

る
方
へ
の
申
請
案
内
を
７
月
下
旬
に
送

付
し
て
い
ま
す
。
申
請
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
申
請
期
限
ま
で
に
提
出
を

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
も
可
、
当
日
消

印
有
効
）。

　
ま
た
、
申
請
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
に

は
再
発
行
も
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
窓

口
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）　

 

　
平
成

２６
年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の

引
上
げ
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯
の
家
計

へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
消
費
の
下
支
え

を
図
る
た
め
に
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
方
に
、「
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
」
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
の
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
期

間
内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い（
郵
送
も
可
）。

◆
支
給
対
象
者

　
次
の
２
つ
の
要
件
を
満
た
す
方

①
平
成

２６
年
１
月
分（
平
成

２６
年
１
月

１
日
生
ま
れ
の
児
童
は
２
月
分
）の

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給

※
特
例
給
付
と
は
、
児
童
１
人
当
た
り

月
額
５
千
円
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
。

②
平
成

２５
年
中
の
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
制
限
限
度
額
未
満

【
扶
養
親
族
の
数
と
所
得
制
限
限
度
額
】

※
扶
養
親
族
な
ど
の
人
数
が
６
人
以
降

は
、
１
人
増
え
る
ご
と
に

３８
万
円
を

所
得
限
度
額
に
加
算
。

※
所
得
税
法
に
規
定
す
る
老
人
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
老
人
扶
養
親
族
が

い
る
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
６
万
円

を
加
算
。

◆
対
象
児
童

　
支
給
対
象
者
の
平
成

２６
年
１
月
分（
平

成
２６
年
１
月
１
日
生
ま
れ
の
児
童
は
２

月
分
）の
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の
対

象
と
な
る
児
童

※
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
対
象
と
な

る
児
童
や
、
生
活
保
護
制
度
の
被
保

護
者
に
あ
た
る
児
童
は
対
象
外
。

※
申
請
・
支
給
時
に
中
学
校
を
卒
業
し

て
い
る
場
合
も
、
対
象
児
童
に
含
む
。

※
平
成

２６
年
１
月
１
日
以
後
に
亡
く
な

ら
れ
た
児
童
は
対
象
外
。

◆
支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

◆
申
請
期
限
　

　
１２
月

２６
日（
金
）
※
当
日
消
印
有
効

◆
申
請
方
法

　
対
象
と
な
る
方
は
、
平
成

２６
年
１
月

１
日
時
点
で
住
民
票
の
あ
る
市
区
町
村

に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
黒
潮
町
の
対
象
者（
公
務
員
受
給
者

以
外
の
方
）に
は
、
案
内
書
と
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
申
請
期
間

内
に
役
場
担
当
窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
も
可
）。

　
公
務
員
受
給
者
の
方
は
、
勤
務
先
か

ら
交
付
さ
れ
た
「
申
請
書
」
と
「
受
給
証

明
書
」
を
申
請
期
間
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
給
付
方
法

　
申
請
書
受
付
後
、
審
査
の
う
え
、
支

給
対
象
者
の
指
定
口
座（
児
童
手
当
で

登
録
し
て
い
る
口
座
な
ど
）へ
随
時
振

り
込
み
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

 
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課
 

 
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
） 

0人

1人

2人

3人

4人

5人

622万円

扶養親族
所得制限
限度額

660万円

698万円

736万円

774万円

812万円

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

申
請
期
限
は
１２
月
２６
日
で
す

ま
も
な
く
終
了
！

「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」

の
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
や
「
子
育

て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の『
振

り
込
め
詐
欺
』や『
個
人
情
報
の
詐

取
』に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！！

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
が
Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀

行
な
ど
の
現
金
自
動
支
払
機
）の
操

作
を
お
願
い
す
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

●
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て
、
他
人
か
ら

お
金
を
振
り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と

は
絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
。

●
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
が
、
給
付

金
支
給
の
た
め
の
手
数
料
の
振
込

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

せ
ん
。

１２
月
２６
日
（
金
）
ま
で
に

 

申
請
し
て
く
だ
さ
い
！
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み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

児
童
扶
養
手
当
と
公
的
年
金
の

併
給
制
限
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

町
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
の
お
知
ら
せ

「
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち

 
 
 

育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
」

◆
１２
月
４
日
〜
１０
日
は
人
権
週
間

　
１
９
４
８（
昭
和

２３
）年

１２
月

１０
日
に

国
際
連
合
で
世
界
人

権
宣
言
が
採
択
さ
れ

た
こ
と
を
記
念
し
て
、

法
務
省
と
全
国
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
は
、
１
９
４
９（
昭

和
２４
）年
か
ら
、
毎
年
「
人
権
デ
ー
」
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間（

１２
月
４
日
〜

１０
日
）を
、「
人
権
週
間
」と
定
め
ま
し
た
。

　
期
間
中
は
、世
界
人
権
宣
言
の
趣
旨

や
重
要
性
を
広
く
国
民
に
訴
え
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
、

全
国
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。
黒
潮
町
で
も
こ
の
期
間
に
人

権
相
談
所
な
ど
を
開
き
ま
す
。

※
人
権
相
談
の
日
程
は
、２４
ペ
ー
ジ
や
前

月
号

２２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
黒
潮
町
人
権
作
品
展

　
黒
潮
町
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な

く
す
た
め
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
町
内
の
児
童
・
生
徒
か
ら
募
集
し

た
人
権
作
品（
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
・
書

道
・
作
文
・
詩
）の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
大
方
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が

募
集
し
た
「
平
和
ポ
ス
タ
ー
」
な
ど
も

同
時
に
展
示
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
思
い
や
願
い
の
こ
も

っ
た
作
品
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
・
場
所
】

・
１２
月
３
日（
水
）〜
７
日（
日
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

　
総
合
セ
ン
タ
ー（
佐
賀
支
所
前
）

　
玄
関
ホ
ー
ル

・
１２
月
９
日（
火
）〜

１４
日（
日
）

　
午
前

１０
時
〜
午
後
５
時

　
大
方
あ
か
つ
き
館 

町
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
※

１１
日（
木
）は
休
館
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会 
人
権
教
育
係

蕁
５
５
―
３
１
９
０（
課
直
通
）

 
本
庁 

住
民
課 

人
権
啓
発
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
課
直
通
）

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
母
の
離
婚
な

ど
で
、
父
や
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生

活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

 
今
ま
で
は
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
た
場
合
、
対
象
外
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に

よ
り
、

１２
月
１
日
か
ら
児
童
扶
養
手
当

と
公
的
年
金
な
ど
の
併
給
制
限
が
見
直

さ
れ
、
児
童
扶
養
手
当
よ
り
も
低
額
の

公
的
年
金
を
受
給
す
る（
し
て
い
る
）場

合
に
、
申
請
に
よ
り
、
そ
の
差
額
分
の

手
当
が
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

○
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

健
康
福
祉
課 

福
祉
係

　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
６（
課
直
通
）

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課

　
総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―
３
１
１
２（
直
通
）　

　
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

黒
潮
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
、
有
権
者

か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
選
挙
資
格
を
調
査
し
、
調
整

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
選
挙
資
格
な
ど
は
、
下
記
の
と
お
り

で
す
。
２
、
３
、
４
①
・
②
の
要
件
を

す
べ
て
備
え
て
い
る
方
は
、
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
は
、
各
地
区
長
を
通
じ
て
お

回
し
し
ま
す
。
ま
た
、
農
業
委
員
会
事

務
局
と
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
も

用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、
足
り
な
い
場

合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

１
 

名
簿
の
調
整
現
在
日

　
平
成

２７
年
１
月
１
日

２
 

住
所
要
件
　

　
黒
潮
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

３
 

年
齢
要
件

平
成
７
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

４
 

耕
作
要
件

①
 

１０
ア
ー
ル（
１
反
）以
上
の
農
地
を

耕
作
し
て
い
る
方

②
 

①
と
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配

偶
者
で
、
年
間
お
お
む
ね

６０
日
以

上
の
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方

５
 

提
出
期
限

　
平
成

２７
年
１
月
９
日（
金
）

６
 

提
出
先

　
〒
７
８
９
―
１
９
９
２

　
黒
潮
町
入
野
２
０
１
９
番
地
１

　
黒
潮
町
農
業
委
員
会
事
務
局

※
直
接
お
持
ち
に
な
る
場
合
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局（
本
庁
２
階
）へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
佐
賀
地
域
に
つ
い
て
は
、
佐
賀
支
所

地
域
住
民
課
へ
の
提
出
も
可
能
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
蕁
４
３
―
２
８
２
５（
直
通
）
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農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
地
に
農
業
用
倉
庫
な
ど
を
建
築

す
る
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す

　
所
有
す
る
農
地
を
自
ら
が
農
業
用
に

使
用
す
る
た
め
、
農
業
用
倉
庫
・
農
機

具
置
場
・
畜
舎
・
作
業
場
な
ど
、
農
業

経
営
に
必
要
な
施
設
に
転
用
す
る
場
合
、

そ
の
農
地
面
積
が
２
ア
ー
ル（
２
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
）未
満
で
あ
る
場
合
は

許
可
は
不
要
で
す
が
、
農
業
委
員
会
へ

届
出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　
敷
地
面
積
２
ア
ー
ル
未
満
と
は
、
建

築
す
る
農
業
用
施
設
の
建
築
面
積
で
は

な
く
、
建
物
を
建
築
す
る
た
め
に
必
要

な
農
地
の
面
積
で
す
。

　
な
お
、
２
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
用
施

設
や
自
分
の
農
地
以
外
に
建
築
す
る
場

合
は
、
農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
用
施
設
以
外
の

も
の
に
利
用
し
た
場
合
、
無
断
転
用
と

な
り
罰
則
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
農
地
に
よ
っ
て
は
、
農
地
法
以
外
の

各
法
令
が
関
連
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
建
築
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、

農
業
委
員
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

視
察
研
修（
報
告
）

　
８
月

２８
日
か
ら
２
日
間
、
視
察
研
修

を
実
施
し
、
県
外
２
市
の
農
業
委
員
会

を
視
察
し
ま
し
た
。

◆
１
日
目

（
香
川
県
三
豊
市
農
業
委
員
会
）

　
三
豊
市
は
香
川
県
西
部
に
位
置
し
、

北
西
部
は
瀬
戸
内
海
に
接
し
、
高
知
県

や
愛
媛
県
に
も
近
い
位
置
に
あ
り
ま
す
。

農
業
は
全
国
一
の
生
産
規
模
を
誇
る
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
米
麦
、
野
菜
、

果
樹
、
花
卉
及
び
、
工
芸
作
物
の
生
産
、

畜
産
に
至
る
多
彩
な
農
業
が
営
ま
れ
て

い
ま
す
。
農
業
委
員
数
は

３７
人
、
う
ち

女
性
農
業
委
員
は
４
人
で
、
女
性
農
業

委
員
の
活
動
と
し
て
、
食
育
活
動
、
子

ど
も
た
ち
と
の
農
業
体
験
、
耕
作
放
棄

地
を
活
用
し
て
の
花
の
栽
培
、
ゴ
ミ
の

減
量
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
今
年
か
ら

発
足
し
た
「
香
川
県
女
性
農
業
委
員
の

会
」で
も
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
月
７
日
に
農
業
委
員
４
人

を
割
当
て
し
て
「
農
事
相
談
事
業
」
を

実
施
し
、
農
業
に
関
す
る
相
談
を
し
て

い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い

て
は
、
農
業
委
員
の
他
に
農
業
委
員
会

補
助
員

８０
人
を
設
置
し
、
農
業
委
員
と

共
に
各
種
案
件
の
他
、
耕
作
放
棄
地
の

調
査
な
ど
、
農
業
委
員
と
協
力
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
２５
年
度
か
ら
は
農
業
委
員

３７
人
が
一

人
一
筆
運
動
を
展
開
し
、
耕
作
放
棄
地

の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。
説
明
を
受

け
た
後
現
地
に
案
内
し
て
い
た
だ
き
現

地
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

◆
２
日
目

（
岡
山
県
岡
山
市
農
業
委
員
会
）

　
岡
山
市
は
広
大
な
農
地
と
地
域
の
特

色
を
活
か
し
た
多
様
な
農
業
が
営
ま
れ
、

南
部
地
域
で
は
、
稲
作
、
麦
作
、
ナ
ス
、

タ
マ
ネ
ギ
な
ど
の
生
産
、
中
部
地
域
で

は
、
岡
山
を
代
表
す
る
桃
、
マ
ス
カ
ッ

ト
な
ど
の
果
物
、
北
部
中
山
間
地
で
は

酪
農
が
営
ま
れ
て
い
ま
す
。
昨
今
都
市

化
に
よ
る
農
地
の
減
少
や
農
業
者
の
減

少
、
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
解
消
を
図
り
、

「
魅
力
あ
る
農
業
」
を
展
開
し
て
い
く
た

め
、平
成

２１
年
４
月
の
政
令
指
定
都
市
移

行
に
あ
わ
せ
て
、今
後

１０
年
間
の
農
業
振

興
の
構
想
と
基
本
計
画
を
示
し
た
農
業

振
興
戦
略
と
し
て「
岡
山
市
農
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
。
現
在
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
沿
っ
て
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
に
は
、
第
一
農
業
委
員

会（
北
区
・
南
区
、
委
員
数

４０
人
）、
第

二
農
業
委
員
会（
中
区
・
東
区
、
委
員

数
２６
人
）の
２
組
織
が
あ
り
、委
員
各
自

が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
課
題
に
取
り
組

む
べ
き
事
項

に
つ
い
て「
活

動
宣
言
書
」

を
提
出
し
て

活
動
し
て
い

ま
す
。

　
特
に
驚
い

た
の
は
、
同

市
地
域
耕
作

放
棄
地
協
議

会
が
導
入
し

た
大
型
草
刈

機
（
ハ
ン
マ

ー
ナ
イ
フ
モ
ア
）。
農
業
委
員
自
ら
が

オ
ペ
レ
ー
タ
と
な
っ
て
農
地
の
再
生
を

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

　
ま
た
、
６
人
の
女
性
農
業
委
員
に
よ

る
、
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
、
農
業
体
験
事

業
、学
校
給
食
へ
の
食
材
提
供
の
取
り

組
み
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
以
上
２
日
の
研
修
は
、
今
後
、
農
業

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
く
上
で
、
大

変
参
考
に
な
り
示
唆
に
富
む
内
容
で
し

た
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　

　
農
業
委
員
会
事
務
局

蕁
４
３
―
１
８
８
８（
課
直
通
）
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平成27年度がん検診の申し込み方法が変わります

【お問い合わせ】本庁 健康福祉課 保健衛生係　　　　蕁43-2836（直通）
　　　　　　　　佐賀支所 地域住民課 保健センター　蕁55-7373（直通）

今までは、各班で回覧しお申し込みを
していただきましたが、個人情報を保
護するために、来年度から、申込用チ
ラシに添付された「申込み用ハガキ」に
家庭ごとに記入し、郵便ポストに投函
していただくことを基本とします。
（チラシは1月に配布します。）

チ
ラ
シ
の
一
部
が「
申
込
み
用
ハ

ガ
キ
」
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
に
投
函
し

て
く
だ
さ
い
。

健康維新の志士
けんしん太郎くん

平成27年度がん検診申込用チラシの配布方法と
がん検診の申し込み方法は次のとおりです。

申込用チラシ
全戸配布を依頼 依頼 依頼

町
町

黒潮町成人式平成27年黒潮町成人式平成27年
成人を迎えられる皆さんを心からご祝福します。成人を迎えられる皆さんを心からご祝福します。

◆日時　平成27年1月3日（土）　　
　　　　◎受付：午後 0時30分～  　　　 ◎式典：午後1時30分～　
　　　　◎記念行事：午後 2時20分　　　◎閉会・記念撮影：午後2時45分頃～

◆場所　ふるさと総合センター  大ホール（黒潮町入野）

◆日時　平成27年1月3日（土）　　
　　　　◎受付：午後0時30分～  　　　 ◎式典：午後1時30分～　
　　　　◎記念行事：午後2時20分～　　◎閉会・記念撮影：午後2時45分頃～

◆場所　ふるさと総合センター  大ホール（黒潮町入野）

【お問い合わせ】教育委員会 生涯学習係　蕁55－3190（担当：渡辺・明神）【お問い合わせ】教育委員会 生涯学習係　蕁55－3190（担当：渡辺・明神）

※下記①、②、③の方には、成人式ご案内ハガキをお送りしています。
　ご来場をお待ちしています。

　①町内に住所を有する方　　②町内の中学校を卒業した方　
　③町内の小学校を卒業し、町外の中学校を卒業した方

※今年度よりスナップ写真の販売は行いません。記念品として式当日
の動画・静止画をデータで贈呈します。

【お詫び】新成人の皆さんにお送りした成人式ご案内ハガキに、印字ミスが
ありましたのでお詫びいたします。成人式を欠席される方は、お
手数ですがその旨ご記載のうえ返信いただきますようあわせてお
願いします。

※今年度よりスナップ写真の販売は行いません。記念品として式当日
の動画・静止画をデータで贈呈します。

【お詫び】新成人の皆さんにお送りした成人式ご案内ハガキに、印字ミスが
ありましたのでお詫びいたします。成人式を欠席される方は、お
手数ですがその旨ご記載のうえ返信いただきますようあわせてお
願いします。

2.電話での申し込み

3.町への直接申し込み

1.申込み用ハガキ投函での申し込み

とう かん



澣広報くろしお  №105　2014（平成26）年12月号

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

死
亡
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

悪
質
商
法
を
知
り
�

だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

　
悪
質
業
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
手
口
を
使

っ
て
、
あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。
安

易
に
契
約
せ
ず
、
は
っ
き
り
と
断
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
手
口
は
複
雑
・
巧
妙

に
な
っ
て
お
り
、
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に

気
づ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
悪

質
商
法
を
知
っ
て
、
被
害
を
未
然
に
防

止
し
ま
し
ょ
う
。

　
相
談
の
多
い
商
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

　
幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

月
〜
金
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午
・

午
後
１
時
〜
５
時
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）

　
　
　
蕁
３
４
―
６
３
０
１

　
　
　
蕭
３
４
―
６
２
９
５

　
黒
潮
町
役
場 

本
庁 

産
業
推
進
室

　
商
工
観
光
係

　
　
　
蕁
４
３
―
２
１
１
３（
課
直
通
）

　
中
村
署
管
内
で
は
死
亡
事
故
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

１０
月

３１
日
現
在
、
昨
年

の
倍
と
な
る
８
人（
黒
潮
町
２
人
、
四

万
十
市
４
人
、
土
佐
清
水
市
２
人
）が

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
お
り
、
う
ち
６

人
は
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
宅
周
辺
で
事
故
に
遭
っ
た

方
の
割
合
が
多
い
状
況
で
す
。
い
つ
も

の
道
、
い
つ
も
の
場
所
だ
か
ら
と
油
断

す
る
こ
と
な
く
、
家
の
外
に
出
た
ら
車

の
動
き
に
十
分
注
意
し
、
道
路
を
横
断

す
る
と
き
は
、
一
旦
止
ま
っ
て
車
が
こ

な
い
こ
と
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
運
転
者
も
歩
行
者
も
お
互
い
に
気
づ

か
い
、
交
通
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
身
近
な
高
齢
者
の
方
へ
の
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
年
末
年
始
は
外
出
や
飲
酒
の
機
会
も

増
え
、
事
故
も
多
く
な
り
ま
す
。
笑

顔
で
新
年
を
迎
え
る
た
め
に
も
、
一

人
ひ
と
り
が
気
持
ち
を
引
き
締
め
、

交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

情
報
防
災
課 

消
防
防
災
係

蕁
４
３
―
２
１
８
８（
課
直
通
）

種別 主な商品・サービス 販売方法

催眠（ＳＦ）商法
羽毛ふとん、健康食品、
磁気治療器

安売りや講習会の名目で人を集め、日用雑貨を無料で配り、
雰囲気を盛り上げて興奮状態にし、最後に高額の商品を売り
付ける商法

送りつけ商法 本、健康食品、ビデオ
注文（申し込み）していない商品を一方的に送り付け、消費者
が受け取った以上、支払わなければならないと思い込ませ、
代金をだまし取る商法

点検商法
白アリ駆除、消火器、
羽毛ふとん、屋根工事

点検に来たと家庭を訪問して、「白アリが発生している」など
とだまして駆除作業やふとんの点検を行い、高額な代金を請
求する詐欺的商法

マルチ商法
浄水器、健康食品、化
粧品など

商品を購入して会員となり、「新たな会員を勧誘すれば、高い
リベートが得られる」と称して、高額商品を売り付ける商法

霊感・霊視商法
印鑑、壺、数珠、仏具、
神具、占い

「あなたの家には、悪霊が取りついている」などと、人の不幸や
不安に付け込み、高額な印鑑や壺、数珠などを売り付ける商法

かたり商法 消火器、電話機
消防署員、ＮＴＴ職員などの身分をかたり、設置義務がある
などとだまして、消火器やプッシュホン式電話機などを売り
付ける商法

当選商法 海外宝くじ、懸賞金 当選したかのように錯覚させ、会員登録させる目的の商法
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平
成

２６
年
４
月
１
日
以
降
に
開
始
す

る
育
児
休
業
か
ら
、
育
児
休
業
給
付
金

の
給
付
率
が
、
休
業
を
開
始
し
て
か
ら

１
８
０
日
目
ま
で
、
育
児
休
業
開
始
前

賃
金
の

６７
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

（
１
８
１
日
目
以
降
は
従
来
通
り

５０
％
）。

・
平
成

２６
年
３
月
ま
で
に
休
業
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５０
％

・
平
成

２６
年
４
月
か
ら
休
業
開
始
　

　
１
８
０
日
目
ま
で
　
　
　
　
　

６７
％

　
１
８
１
日
目
以
降
　
　
　
　
　

５０
％

　
パ
パ
・
マ
マ
で
半
年（
１
８
０
日
）ず

つ
取
得
す
れ
ば
、
１
年
間
割
り
増
し
給

付
が
可
能
で
す
。

　
労
働
者
の
育
児
休
業
取
得
に
あ
た
り
、

代
替
要
員
の
確
保
な
ど
を
お
考
え
の
中

小
企
業
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、「
中
小

企
業
両
立
支
援
助
成
金
」
の
活
用
を
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
制
度
利
用
に
つ
い
て
は
、
規

定
の
整
備
な
ど
一
定
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
雇
用
均
等
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
高
知
労
働
局
雇
用
均
等
室

蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
４
１

日
時
　

１２
月
９
日（
火
）午
前

１０
時
〜

　
　
　
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

会
場
　
高
知
よ
さ
こ
い
咲
都
合
同
庁
舎

９
階 

会
議
室（
高
知
市
栄
田
町

２
丁
目
２
―

１０
）

相
談
担
当
者
　
弁
護
士
資
格
ま
た
は
司

法
書
士
資
格
を
有
す
る
人
権
擁
護
委
員

相
談
内
容
　
差
別
待
遇
、
暴
行
・
虐
待
、

い
じ
め
、
Ｄ
Ｖ
な
ど
、
家
庭
お
よ
び
近

隣
関
係
な
ど
に
お
け
る
法
律
・
人
権
問

題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

 
 

高
知
地
方
法
務
局 

人
権
擁
護
課

蕁
０
８
８
―
８
２
２
―
３
５
０
３

 
高
知
県
宅
建
協
会
で
は
、
不
動
産
や

住
ま
い
に
関
す
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て

当
会
の
専
門
の
相
談
員
が
お
答
え
す
る

無
料
相
談
を
、
毎
週
火
・
金
曜
日
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

 
１
月
に
四
万
十
市
で
、
幡
多
地
域
の

方
を
対
象
と
し
た
地
区
巡
回
相
談
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

日
時
　
１
月

１４
日（
水
）

 
 
 

午
後
１
時
〜
４
時

場
所
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館 

１
階

小
会
議
室
Ⅰ（
四
万
十
市
右
山

五
月
町
８
―

２２
）

 
 

高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

蕁
０
８
８
―
８
２
３
―
２
０
０
１

 
人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
や
雇
用
形

態
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
で
、
労
働
関
係
に

つ
い
て
の
紛
争
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

高
知
労
働
局
で
は
、
こ
う
し
た
個
別
労

働
紛
争
に
対
す
る
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
無

料
で
提
供
し
、
解
決
に
向
け
て
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

 
も
し
も
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お

困
り
の
場
合
は
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー

ナ
ー
」を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 
 

高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

 
 
蕁
０
８
８
―
８
８
５
―
６
０
２
７

 
 
薔
０
１
２
０
―
７
８
３
―
７
２
２

 
 

四
万
十
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
　
蕁
３
５
―
３
１
４
８

お
知
ら
せ

問

問

問

問問

育
児
休
業
給
付
金
が
引
き
上
げ
に

パ
パ
が
育
休
を
取
る
チ
ャ
ン
ス
！

相
　

談

く
ら
し
の
悩
み
ご
と
相
談
所

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
方
へ

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談

四万十川国際音楽祭2014
三井住友海上文化財団派遣コンサート

【モルゴーア・クァルテット】
　日本を代表するオーケストラの主要メンバーに
よる注目の弦楽四重奏団！クラシックからロック
までエキサイティングな演奏をお楽しみください。

■日時　12月11日（木）
　　　　19：00開演（18：30開場）
■会場　四万十市立文化センター
■曲目　ハイドン：弦楽四重奏曲第39番ハ長調作

品33－3『鳥』／プログレッシブ・ロック・
アルバム「原子心母の危機」から平和～
墜落天使（キング・クリムゾン）、原子心母（ピ
ンク・フロイド）／シューベルト：弦楽四重
奏曲第14番ニ短調D810『死と乙女』

■チケット　一般（前売）1,000円
　　　　　　　　（当日）1,500円
　　　　　　高校生以下　  300円

■チケット販売所
　アピアさつき・サニーマート四万十店ほか

　　四万十市 生涯学習課（市立中央公民館内）
蕁34－7311

※本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団の助成に
　より低料金に設定しています。
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家
族
の
座
談
会
は
、
認
知
症
の
方
を

介
護
し
て
い
る
家
族
が
集
ま
り
、
日
々

の
介
護
の
戸
惑
い
、
悩
み
、
喜
び
な
ど
、

互
い
の
思
い
を
分
か
ち
合
う
集
い
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
方
の
思
い
や
体
験

談
な
ど
を
語
り
合
い
、
交
流
し
ま
せ
ん

か
。

　
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
　

１２
月

１６
日（
火
）

　
　
　
午
前
９
時

３０
分
〜

１１
時

３０
分

場
所
　
黒
潮
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
本
庁
前
）
２
階
　
和
室

　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

蕁
４
３
―
２
２
４
０（
直
通
）

開
催
日
　

１２
月

１７
日（
水
）

場
所
　
中
村
小
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　（
四
万
十
市
古
津
賀
）

受
付
時
間
な
ど

◆
子
犬
を
譲
り
た
い
方

　
午
前
９
時

３０
分
〜

１０
時

◎
必
ず
事
前
に
、
幡
多
福
祉
保
健
所
へ

連
絡
し
、
当
日
は
印
鑑
を
持
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
。

◆
子
犬
を
飼
い
た
い
方

　
午
前

１０
時
〜

１０
時

１０
分

◎
当
日
は
、
必
ず
印
鑑
と
子
犬
を
入
れ

る
箱
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
譲
渡
犬
の
決
定

　
午
前

１０
時

１０
分
〜

１０
時

２０
分

※
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

◆
子
犬
の
飼
養
前
講
習
会

　
午
前

１０
時

２０
分
〜

１１
時

◆
子
犬
の
譲
り
渡
し

　
午
前

１１
時
〜

※
譲
渡
で
き
る
子
犬
が
い
な
い
場
合
は
、

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
　
幡
多
福
祉
保
健
所
　
衛
生
環
境
課

蕁
３
４
―
５
１
１
９

 日
時
　

１２
月

２１
日（
日
）
午
後
２
時
〜

　
　
　
３
時

３０
分
　
※
参
加
無
料

会
場
　
四
万
十
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
大
ホ
ー
ル

内
容
　「
認
知
症
は
早
い
発
見
、早
い
治

療
、上
手
な
ケ
ア
が
重
要
！！
」

講
師
　
島
根
大
学
医
学
部
精
神
医
学
講

座
・
教
授
　
堀
口
　
淳
さ
ん

　
　
医
療
法
人
祥
星
会
　
聖
ヶ
丘
病
院

　
　（
総
務
課
　
有
田
）

蕁
０
８
８
０
―
６
３
―
２
１
４
６

　
税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
き
た
方
か
ら
お
預
か
り
し

た
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い

ま
す
。

　
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
税
関
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
高
知
税
関
支
署

蕁
０
８
８
―
８
３
２
―
６
１
３
１

　
　
須
崎
出
張
所

蕁
０
８
８
９
―
４
２
―
０
３
３
３

お
知
ら
せ

問

問

問

問

認
知
症
の
人
を
抱
え
る

家
族
の
座
談
会

引
揚
者
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
・
証
券
な
ど
を
返
還
し
ま
す

まちの掲示板まちの掲示板

　黄金揚げというくらい、色よく揚げるのがおい
しく作るポイントです。ごまはすりつぶしながら
加えると、香りもよく、消化にもいいですね。

シイラ　60～70g程度の
　　　　切り身�4切れ
酒� 小さじ1
塩� 少々
小麦粉� 大さじ1
揚げ油� 適量
　　砂糖� 大さじ1
　　濃口しょうゆ�小さじ2
　　みりん�大さじ2/3
　　ごま� 少々

●材料（4人分）●

〔作り方〕
①シイラの切り身に酒・塩をなじませて下味をつける。
②Ａの調味料を合わせて加熱し、タレを作る。
③シイラに小麦粉をまぶして、180℃程度の揚げ油でこん
がりときつね色になるまで火を通す。
④②で作ったタレをからませる。

くろしおっ子くろしおっ子のの 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学 給校学

○お問い合わせ
　大方学校給食センター　蕁31－3201（直通）
　佐賀学校給食センター　蕁55－2166（直通）

シイラの黄金揚げ

A

子
犬
の
譲
渡
会

聖
ヶ
丘
病
院
　
第
２
回
市
民
講
座
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まちの掲示板まちの掲示板
【

１０
月

１１
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

佐
賀
地
区
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

　
台
風
接
近
に
伴
い
天
候
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、

１１
日
は
県
内
外
か
ら

１１
チ

ー
ム
が
参
加
し
、
６
年
生
以
下
の
部
を

開
催
し
ま
し
た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
日
ご

ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
１２
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
３
年
生
以

下
の
部
は
、
台
風
の
影
響
で
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

▼
６
年
生
以
下
の
部

優
　
勝
　
潮
江

Ｊｒ.
Ｆ
Ｃ
 

Ｕ
―

１２

準
優
勝
　
佐
川
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

第
３
位
　
佐
賀
少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

【
１０
月

１８
・

１９
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公

園
体
育
館
】

　
２
日
間
で
県
内
外

１８
チ
ー
ム
、
延
べ

２
３
８
人
が
参
加
。
決
勝
戦
で
は
、
中

村
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ａ

が
接
戦
を
制
し
４
連
覇
を
達
成
し
ま
し

た
。
黒
潮
町
関
係
チ
ー
ム
は
、
大
方
Ｊ

Ｖ
Ｃ
が
第
３
位
と
好
成
績
を
残
し
ま
し

た
。
各
チ
ー
ム
が
練
習
の
成
果
を
発
揮

し
、素
晴
ら
し
い
試
合
を
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
中
村
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
Ａ

準
優
勝
　
フ
レ
ン
ズ
横
浜
Ｊ
Ｖ
Ｃ

第
３
位
　
大
方
Ｊ
Ｖ
Ｃ

野
市
ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ

 【
１０
月

１９
日
／
土
佐
西
南
大
規
模
公
園

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
】

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
県
内
外

１５

チ
ー
ム
、
登
録
選
手
２
１
３
人
が
参
加

し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
黒
潮
町
内
唯
一
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク

ラ
ブ
・
黒
潮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、接
戦

の
末
、
見
事
初
優
勝
し
ま
し
た
。

優
　
勝
　
黒
潮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

準
優
勝
　
東
津
野
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位
　
高
知
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
　
大
月
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
子
供
会

　
黒
潮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
ピ
ッ
チ
ャ

ー
・
酒
井
優
く
ん（
南
郷
小
６
年
）が
、

こ
の
た
び
、
日
本
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
が
主
催
す
る
海
外
遠
征
チ
ー
ム

の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
黒
潮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
今
年
４

月
に
町
内
の
小
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ

ー
ム
が
合
併
し
て
誕
生
。
７
月
の
西
日

本
大
会（
鹿
児
島
県
）や
８
月
の
滋
賀
県

び
わ
こ
オ
ー
プ
ン
全
国
大
会
に
出
場
し
、

優
勝
チ
ー
ム
と
互
角
の
試
合
を
展
開
し

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
海
外
遠
征
は
来
年
３
月

２１
日
・

２２
日

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
で
行

わ
れ
、
全
国
か
ら

２５
人
が
参
加
し
ま
す
。

　
青
木
浩
明
監
督
は
「
酒
井
く
ん
は
投

手
だ
け
で
は
な
く
打
者
と
し
て
も
素
晴

ら
し
い
。
日
本
選
抜
は
日
々
の
努
力
の

賜
物
。
日
本
代
表
と
し
て
の
誇
り
を
持

ち
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
」と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

く
ろ
し
お
杯
球
技
大
会

（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部
）

く
ろ
し
お
杯
球
技
大
会

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
）

黒
潮
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

酒
井
優
く
ん
日
本
代
表
で
海
外
へ

く
ろ
し
お
ス
ポ
ー
ツ
！

黒
潮
カ
ッ
プ
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

優勝した黒潮スポーツ少年団の選手たち。

※
太
字
は
町
関
係
チ
ー
ム
。
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月日（曜） 行　　　　事　　　　名 場　　　所 時　間 お問い合わせ

12/1（月）

4（木） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 総合センター 13：00 人権啓発係� 蕁43－2800

5（金） 心配ごと・困りごと、人権・行政相談所 保健福祉センター 13：00 人権啓発係� 蕁43－2800

9（火） 人権作品展（～14日） 大方あかつき館 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

3（水） 人権作品展（～7日） 総合センター 10：00 人権啓発係� 蕁43－2800

12（金） ヒューマン遊学①（浜田佐恵さん） 佐賀老人憩の家 18：30 佐賀町民館� 蕁55－2108

11（木） 黒潮町議会12月定例会（～19日） 役場本庁3階議事堂 9：00 議会事務局� 蕁43－2831

1/3（土） 平成27年黒潮町成人式 ふるさと総合センター 13：30 生涯学習係� 蕁55－3190

衆議院議員総選挙・最高裁判所裁判官国民審査 町内全域 7：00 選挙管理委員会�蕁43－2825

若山楮蒸し剥ぎイベント 土佐佐賀温泉こぶしのさと 9：00 集落活動センター佐賀北部�蕁55－7272
14（日）

黒潮町イベントカレンダー 2014（平成26）年12月
変更となる場合がありますので、詳しくは担当係にお問い合わせください。　

生涯学習係� 蕁55－3190
社協（佐賀）� 蕁55－3371

人権教育係� 蕁55－3190
大方中・佐賀中合同人権教育講演会　
（福永宅司さん）

大方中学校 14：00

15（月） 人権教育係� 蕁55－3190人権教育推進講座②（大湾　昇さん） 大方あかつき館 13：30

6（土） 第2回黒潮町わなげ交流大会 土佐西南大規模公園体育館 8：30

高知県立障害者スポーツセンター
� 蕁088－841－0021

20（土） ユニバーサルフェスティバル2014in西部 土佐西南大規模公園体育館 10：00

人権啓発係� 蕁43－2800
商工観光係� 蕁43－2113

10（水） 無料弁護士相談会 総合センター 18：00

まちづくりマーケットプロジェクト
� 蕁090－2786－3702

幡多・マーケット「海辺の日曜市」 土佐西南大規模公園（大方） 9：00

※当直医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください。
※平日夜間（午後6時～9時）は、夜間初期救急対応（内科）・四万十市急患センター（四万十市立市民病院西棟）蕁34－2399へ
　電話相談または受診してください。

■当直医療機関
月 日 四万十市 宿　毛　市

12月

21日（第3日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 清谷医院 蕁0880－63－2302

23日（天皇誕生日） 吉井病院 蕁34－5005 いなげ胃腸科内科 蕁0880－62－1113

28日（第4日曜日） 正木整形外科 蕁34－5252 大井田病院 蕁0880－63－2101

■年末年始休日救急歯科診療　当番医療機関（診療時間 9：00～12：00）

■拳ノ川診療所 1月の診療予定 → 9ページに掲載しています。

月 日 当番医 電話番号

12月
30日（火曜日） 佐々山歯科医院 蕁0880－73－0773

31日（大みそか） 竹松歯科 蕁0880－63－0227

1月

01日（元旦） 幸歯科医院 蕁0880－82－4181

02日（金曜日） さつき新谷歯科 蕁34－6881

03日（土曜日） にいや歯科

住 　 所
大月町弘見2066－5

宿毛市中央1－6－35

土佐清水市栄町2－14

四万十市右山五月町14－16

四万十市具同2241－5 蕁37－4182

31日（大みそか） 中村クリニック 蕁34－5100 川村内科クリニック 蕁0880－66－2911

1月

01日（元旦） さくらクリニック 蕁35－2555 幡多けんみん病院 蕁0880－66－2222

02日（金曜日） 幡多病院 蕁34－6211 聖ヶ丘病院 蕁0880－63－2146

03日（土曜日） 中村病院 蕁34－3177 田村内科クリニック 蕁0880－63－1668

04日（第1日曜日） 四万十市立市民病院 蕁34－2126 筒井病院 蕁0880－66－0013

11日（第2日曜日） 森下病院 蕁34－2030 奥谷整形外科 蕁0880－63－1202

12日（成人の日） 佐々木整形外科 蕁34－7177 大西内科胃腸科 蕁0880－63－1267

※当番医は、変更になる場合がありますので、あらかじめ確認してから受診してください
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○お問い合わせ　本庁 まちづくり課 水道係　蕁43－2114（直通）

〈水道給水工事指定店 当番一覧表〉

● 当番店の連絡先・所在地　　※当番日以外でも要請があった場合には対応します。
電話番号

店　　名 住　　所
事務所

店　　名
自　宅

大方設備センター
クロシオライフラインサービス
中村住設大方営業所
野 村 企 画 設 備
平 野 住 設
前 田 電 工

43－1420
43－3075
34－3621
43－4665
44－1513
43－1149

43－1483

43－2061

44－1117
43－1546

入野769
入野1769
出口372－2
田野浦1593
伊田2100
入野1574

吉 本 水 道
拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

電話番号

事務所 自　宅

43－2024
55－7371
55－2316
55－2133
55－2121
55－3141

55－7114

55－2363

55－2076

住　　所

下田の口822－174
拳ノ川1781
佐賀2773
伊与喜43－5
佐賀1990
佐賀2988

月

12

1

日
15～21
22～28
29
30
31
1
2
3
4

05～11

大 方 地 域 佐 賀 地 域
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道
大方設備センター
中村住設大方営業所
前 田 電 工
吉 本 水 道

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス
野 村 企 画 設 備

平 野 住 設
クロシオライフラインサービス

山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱
㈱ 土 居 建 設
㈲ 弘 瀬 建 設
山 本 建 設 ㈱

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道 �

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設
谷 口 水 道

拳 ノ 川 住 設

開
館
時
間

【
月
・
火
・
水
・
金
】
　

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

【
土
・
日
】

　
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

★
佐
賀
図
書
館
は
午
後
１
時
〜

　
２
時
ま
で
閉
館
。

★
木
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

貸
出
冊
数
・
期
間

【
本
】

　
１
人
５
冊
・
２
週
間

【
雑
誌
】

　
１
人
３
冊
・
２
週
間

【
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
】

　
１
人
２
点
・
１
週
間

★
本
の
新
刊
は
１
週
間
で
す
。

★
返
却
期
限
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

返
却
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を

行
い
、
そ
の
後
貸
出
停
止
の
処

理
を
行
い
ま
す
。

★
借
り
た
本
や
ビ
デ
オ
な
ど
を
紛

失
や
破
損
し
た
場
合
は
、弁
償
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

返
却
す
る
と
き

・
佐
賀
・
大
方
ど
ち
ら
の
図
書
館

で
も
返
却
が
で
き
ま
す
。

・
休
館
日
に
返
却
す
る
時
は
各
図

書
館
に
あ
る
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
ビ
デ
オ
・
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
開

館
時
の
受
付
窓
口
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
図
書
館

　
蕁
４
３
―
２
１
１
０（
直
通
）

　
佐
賀
図
書
館

蕁
５
５
―
３
１
５
０（
直
通
）

12月
日 月 火 水 木 金 土
1 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

2

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31 27 28 29

（
■
の
日
が
休
館
日
で
す
。
）

大
方
・
佐
賀
図
書
館

あたらしくはいった本紹介
●風花帖　　　　　　　　　　　　　　　　　葉室　　麟／著　
●物語のおわり　　　　　　　　　　　　　　湊　かなえ／著
●慟哭の海峡　　　　　　　　　　　　　　　門田　隆将／著
●３ポットから作れる寄せ植え�
●ハンドメイドベビー服　　　　　　　　　　朝井　牧子／著
●お母さんの仕事　　　　　　　　　　　　　ひぐまあさこ／著
●腰・肩・ひざは「ねじって」治す　　　　　山内　英雄／著
●らくごで笑児科　　　　　　　　　　　　　斎藤　　洋／著
●風船教室　　　　　　　　　　　　　　　　吉野万理子／著
●おたすけこびとのあかいボタン　　　　　　コヨセジュンジ／著 

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー

http://akatsuki.town.kuroshio.lg.jp/akatsuki

第
１６
回
企
画
展
＊
Ⅱ

『
過
ぎ
ゆ
き
の
歌
』

〜
愛
に
生
き
た
郷
土
の
青
年
歌
人
〜

同
時
開
催
　
植
田
馨
追
悼
展

【
期
間
】
１２
月
２７
日（
土
）ま
で

【
会
場
】
上
林
暁
文
学
館

　
　
　
　（
大
方
あ
か
つ
き
館
２
階
）

1月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 1 2 3
4 5 6 7 8 9 10

　「えほん」や「ほん」を読んで、こころに残っ
た場面を「え」にしてみませんか？

■募集期間　12月8日（月）～1月25日（日）
■賞　　　　クジラ大賞、イルカ賞、館長特別賞
■展示　　　大方あかつき館・佐賀図書館

＊チラシ、応募用紙は、大方・佐賀図書館にあ
ります。詳しくはチラシをご覧ください。

にがおえ・イメージ・感想画コンクール
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地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

　
寒
い
け
ど
、
ぜ
ひ
セ
ン
タ
ー
に
遊
び

に
き
て
楽
し
く
過
ご
し
て
ね
。
　
　

　★
佐
賀
お
で
か
け
広
場

　
毎
週
火
曜
日

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
２
日
・
９
日
・
１６
日

　
場
所
／
佐
賀
保
育
所
一
時
保
育
室

※
中
止
の
場
合
は
事
前
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
い
っ
し
ょ
に
遊
ぼ
う

　
午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

・
４
日（
木
）作
っ
て
遊
ぼ
う

・
１１
日（
木
）誕
生
会

・
２５
日（
木
）ク
リ
ス
マ
ス
会

　
場
所
／
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

★
第
９
回
子
育
て
講
座

・
１８
日（
木
）午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

「
親
の
献
立
か
ら
１
歳
過
ぎ
の
幼
児

食
を
作
る
」

　
講
師
／
栄
養
士
　
浜
田
　
佐
恵
さ
ん

　
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

２
階

　
調
理
室
（
本
庁
前
）

※
材
料
の
注
文
が
あ
り
ま
す
の
で
、
１２
月
１０
日

（
水
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
 

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
方
中
央
保
育
所
内
）

　
　
蕁
４
３
―
０
５
１
２（
直
通
）

１２
月
の
予
定

町
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
を
、
お
家
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
い
っ
し
ょ
に
紹
介
し
ま
す
。

【
写
真
募
集
中
！
】
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
記
念
に
写
真
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

左
記
ま
で
写
真
（
デ
ジ
カ
メ
の
場
合
は
デ
ー
タ
）
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
　
本
庁 

総
務
課 

企
画
振
興
係
　
蕁
４
３
―
２
１
７
７（
直
通
）

s
o
m

u
@

to
w

n
.ku

ro
s
h
io

.lg
.jp

宮地　ののかちゃん
〈平成25年2月14日生まれ〉

元気な女の子に育ってね。
〈お母さんより〉

山沖　優空くん
〈平成25年5月11日生まれ〉

元気で優しい子に育ってね。
〈父さん・母さんより〉

あゆ

矢野　日向我くん
〈平成25年1月6日生まれ〉

にぃにと仲良くずっとママ
と一緒蟋　 　〈ママより〉

ひ ゅ う が

金平　紺汰くん
〈平成25年10月4日生まれ〉

ごはんをモリモリ食べてね。
〈お父さん・お母さんより〉

こん た

小松　颯羽介くん
〈平成24年11月13日生まれ〉

お兄ちゃんと仲良く優し
い男の子に育ってください。
 〈お父さん・お母さんより〉

そ う す け

松下　史弥くん
〈平成25年4月8日生まれ〉

すくすく大きくなってね。
〈お母さんより〉

やふみ

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

く
ろ
し
お
っ
子
を
紹
介
し
ま
す
！

貸したい！ 売りたい！ 空き家を紹介してください

「黒潮町移住・交流支援」の
ホームページ

　黒潮町は、移住支援の住民グループ「幡多でくらし隊」の
協力を得て、賃貸・売買希望の空き家を探しています。
　空き家情報の一部を黒潮町ホームページで紹介し、移住
希望者など、空き家を探している方に情報提供しています。

　家を貸してもよい、売ってもよいという方はぜひご連絡ください。

【お問い合わせ】
  幡多でくらし隊（担当・石川）　　　�蕁44－1211
  黒潮町役場 本庁 総務課 企画振興係　蕁43－2177（直通）
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